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両地方競馬全鴫会

地方競馬の収益金は、畜産の振興や馬に関する伝統行事

の保存、街づくり、学校・病院の整備などに役立っています。
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，研究所だより（本文14頁~16頁）』、

畜産試験場全景

牛クローン胚の作成

（搾乳ロポット）による搾乳実験

ー悌MAT試作機一

生産現場と直結する畜産の研究開発拠点をめざす

曇＇

当場で造成したランドレース種系統豚

「シンシュー L」

応
日本鶏を交配した肉用鶏の放飼飼養試験

“ 
当場育成の飼料用ソルガム「風立」

台風襲来後の草姿（右側）
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＇地域の動き（本文31頁~33頁） J B
 

開かれた 産の展開に向けて（山梨9

自由広場

まきばの館

コミュニティーホールでの研修風景 動物ふれあい広場



畜産分野の国際協力
ー今後の課題一

戸水 康二
（とみず こうじ）

国際協力事業団農業

開発協力部長

読者の皆さんは御存じのように、途上国において家畜（禽）は、非常に多面的な役割

を担っています。動物性蛋白質・皮革を提供するのみならず、農村部においては農業機

械に代わる畜力として、家畜の党尿は堆肥や家庭燃料源ともなっています。小規模の酪

農、小家畜の飼育は婦人、子供に就業の機会を増やしています。このような背景のもと、

我が国は1954年にコロンボプランに加盟した後、日本・カンボディア友愛畜産センター

を1960年に開始しました。これが、畜産分野における我が国の初めての国際協力てあり、

以来これまて‘‘に30近い畜産分野のプロジェクト方式技術協力（専門家派遣、研修員受入

れ、機材供与の協力手段を総合的、有機的に組み合わせて協力する形態を言う）を実施

しています。協力対象国は東南アジアを中心に、近年は中南米 ・アフリカも増え、今年

からはブルガリアての協力も開始されました。協力の分野も、家畜衛生から家畜飼養管

理、卓地 ・飼料作物、乳製品と幅広くなってきています。

さて、世界の人口は現在57億人てあり、今後20年以内に78億人に増加すると予測され

ています。そのうちの 8割が開発途上国に住んています。その開発途上国ては、過去の

輸入乳肉祉の推移から、今後も畜産品の消費量が増加する可能性が高いと思われます。

一方開発途上国てはその急激な人口増加により農業に利用可能な土地資源に限界が見

られ、すて‘‘にアジアて‘‘はこの兆候が見えています。先に畜産の持つ利点を述べましたが、

畜産の発展に伴う家畜の増加が種々の問題を提起していることも事実て‘‘す。家畜の増頭

による自然草地の劣化や上壌流亡はサヘル地域の砂漠化の一因とされています。人間の

食糧と家畜の飼料との競合は、外国から食糧を輸入するための外貨を十分保有しない開

発途上国においては、切実な問題となっています。 1992年にプラジ）レて開催された国連

環境開発会議（地球環境サミット）に端を発した「持続可能な開発」のための 「畜産開

発」が、国際連合食糧農業機関 (FAO)、世界銀行を中心に検討されてい ます。折しも、

京都ては 「温暖化防止会議」が開催されました。より環境に配慮した 「持続的な畜産開

発」をいかに進めるか新しい協力のあり方を開発途上国といっしょに捜していく 必要に

迫られています。
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はじめに

一繁殖農場における
PARSウイルスの
勧態について

井上禎文（いのうえ よしふみ）

寺坂 腸一郎1) (てらさか よういちろう）

山里 比呂志2) (やまさと ひろし）
鳥取県倉吉家畜保健衛生所
I)現畜産課

”現鳥取家畜保健衛生所

豚繁殖・呼吸問害症候群 (PorcineRepro-

ductive and Respiratory Syndrome)ー以ト

PRRSーは没潤裳場の母豚においては未熟産

rと死産・妊娠期間の短縮・受胎率の低下・
分娩時間の延長などの症状、哺乳及び肥育屈

ては発育不良・哭常呼吸などの症状（表 1)

をぷし、二次感染により呼吸器症状は咀篤化

すると言われている。

本県においては平成 3年 6月まてさかのI!

り賜性豚を確認しているが、平成 5年度緊急
I 

浸潤状況調壺以米、平成 8年度まて調令を実

施したところ、その数字に大きな変化は認め

られず、頭数ベースて40%強、牒場ベースて

70%強の賜性率て推移している（表 2)。現

在、本県ても悛性化の一途をたどっているし

のと推察される。

また、木県てはPRRSに対する認識不足〇

ためか、他県て報告されているような感染『

は確認されていない。しかし、没潤状況から

も本ウイルスが原因て細菌・マイコプラスぐマ

等の二次感染を受けた被害が相当あるものと

思われる。

表 1 豚繁殖・呼吸障害症候群
PRRSV (ウイルス）浸潤農場状況

母豚 食欲不振、妊娠期間短細、未熟産子と死産

泌乳量の低下、受胎率低下、発咳、

分娩時間延長、乳房浮腫
-- --

哺乳豚未熟産子の増加、発育不良、異常呼吸

下痢、眼瞼浮腫

表 2 県内のPRRSV浸澗状況

HS H7 H6 HS 

農場ペース 71 . 6 60. 0 46. 7 72. 2 

48/67 I 8/30 14/30 26/36 
. -・-・・--・-----------------------------

個体ペース 42.0 41.8 65.4 43.3 

67 4/ 1606 169/ 404 I 072/ 1640 I 22/282 

上段：％ 下段：陽性数／検体g
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今圃、一牒場においてPRRSV(ウイルス）

抗体ならびにウイルス抗原検索について、農

場内感染時の部推移を把捉て‘‘ きたのて、そ

の概要について報内する。

材料及び方法

?-＊ 

調査農場はi吐豚85頭飼投の繁殖牒場て‘一部

と場出荷を行っている。PRRSVが勁きやす

い10月~11月に44~4911齢 f豚、 3腹各 3頭

を2週間立計3lul、EDTA血（ウイス）レ抗

厭検索川） ・UIL清（抗1本価測定）j j) を川いた。

この期間分娩令l村飼袋て、あった。この製場の

衛生管理は、＋サ豚にARオイルワクチン（分娩

l力）J 1iij) ・バスツレラトキソイドワクチン

（分娩 lケ）1及び 2週前）を接種していた。

f豚にはアクチノバチラス 2価ワクチン (5

及び9週齢） ・パスツレラトキソイドワクチ

ン (3及び 5週齢） ・チアンフェニコール剤

0.5%飼料添加 (40IJ齢~[-)j禾 ll'i ィ~j) してい

た。

また、この震場のと場出術豚のPRRS抗体

陽性状況は、 •jL成 5 年度 2 / 8 (25%)、平成

7年度13/15(87%)てあった。

PRRS抗1本検査は村上らの方法に準じて実

施した。 MARC-145細胞に国内分離株の

EDRD-1株を接種してIFAプレートを作成

し、これに非働化血清をPBS(-)て20~2560

倍まて2倍階段希釈し感作させ、さらに抗豚

_ lgG (H + L) FITC標識ウサギ血清(ZYMED)

を反応させ抗体価を測定した。

PRRSV検索はKONOらの方法に概ね準じ

た。 RT-PCR使用プライマーは5'-

.. GTACA TTCTGGCCCCTGCCC 3'および

5'-GCCCTAA TTGAA T AGGTGAC -3'を

用い PRRSVRNAのORF6 ~ 7を含む

EDRD-1株ては668bp又はLV株ては645bpを

ターゲットとした。ウイルスRNAの抽出は

RNAzolB (テルテスト）を用いエタノール沈

殿て得た。そのサンプルをRNAPCR Kit 

V2 (Takara)をHJい、 RTにRandom9mers

を使川し、サーマルサイクラー (ASTECPC 

-700)て30°C10分 ・42℃25分 ・99℃ 5分.4 

℃ 5分て逆転写を実施した。 PCRは94℃ 2分

後94℃30秒 ・50℃30秒.72℃ 90秒を30サイク

ルし、 72℃ 3分伸張させPCR産物を得、 TBE

中てlOOV約30分屯気泳動 (MUPID 2) さ

せ、エチジュウムブロマイド染色後トランス

イルミネイターてPCR産物を確認した。

史に前記の産物にNestedPCRを実施し、

検出感度を上外させた。 NestedPCRプ ライ

マーは5'-TCGTTCGGCGTCCCGGCTCC-

3'及び5'TTGACGACAGACACAATTGC 

-3を用い、 EDRD-1株ては349bp又はLV株な

しをターゲットとした。条件は94℃ 1分 ・55

℃ 1分.72℃ 2分を20サイクルし72℃10分仲

張させた。マカーはpHYマカー (Takara)及

びlKbDNAラダー (BRL) を用いた。

結果

PRRSV特哭遺伝 f検出状況とIFA抗体価

を各腹毎にまとめた（表 3-5)。No.I母豚か

らの同腹 f・豚No.I -3は約45日齢時にIFA抗

体とRT及びNestedPCR陰性てあったが 2

週後（約59R齢）には全てPCR鵡性てIFAは

1頭陽転した。更に 2週間後（約73LI齢）に

はIFA抗体は全て陽転し、 NestedPCRて全

て陽性てあった。

o. 2母豚からの同腹豚No.4 -6については

約45LI齢にIFA抗体陽性てRTPCRp易性が 1

頭存在していた。この子豚は 4週後まて全て

の検査陽性をぷしていた。また、 No.4は4週

間抗体陽転及びPRRSV追伝子は検出て‘きな

かった。

o. 3母豚からの同腹豚No.7 -9はNo.5同様

号 3
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な個体が存在し、残り 2頭は初'"'調介時（約

45 LI齢）からRT/Nested PCR肱性を示し、

IFA抗体は 2週Hから陽転した。

この牒場ては約451:.1齢時にPRRSVに感染

している個体が2/9頭存在し、母豚からの

感染が伺えた。また、IFA抗体は約80A齢時ま

てに 7/9頭が有慈抗体臼I-した（写兵 1)。
RT PCR・Nested PCRより得られた産物は

それぞれ668bp、349bp付近てあった（写頁

2、 3)。

考察

IFA抗体と PRRSV特炭迫伝子検出結果か

ら、約45日齢時に既に本ウイルスに感染して

いる個体が存在していたことから、母豚から

の感染が考えられ、離乳後にこれらの個体が

群の感染源となり 他子豚に感染怪延していく

表 3 PRRSV特異遺伝子検出とIFA抗体価 (No.1) 

0 2 4週後
豚No

IFA PCR IFA PCR IFA PCR 

＜ ＜ ◎ ti;:;2560 △ 

2 ＜ ＜ ◎ .: 2560 △ 

3 ＜ 320 7 1280 

<:20倍未満、 :RT+ Nested陽性、△：Nested陽性

表 4 PRRSV特異遺伝子検出とIFA抗体価 (No.2) 

豚No
IFA 

0 2 4週後

PCR IFA PCR IFA PCR 

4 < - < - < 
5 640 ◎ ~ 2560 • ~ 2560 • 
6 < く △ s::;2560 ,. 

<:20倍未満、 : RT +Nested陽性、 △：Nested陽性

表 5 PRRSV特異遺伝子検出とIFA抗体価 (No.3) 

豚No.
0 2 4週後

IFA PCR IFA PCR IFA PCR 

7 ＜ ◎ 320 △ 640 ◎ 
8 iii::;2560 ◎ e:;2560 ◎ ie:;2560 ， ＜ 1280 (' 1280 'ヽ, 
< :20倍未満、..JJ:RT+ Nested陽性、△：Nested陽性

と推察された。

IFA抗体は 4週後（約80IJ齢）まてに全期F

陰性を除く 8頭が陽性てあり、その内終

2560倍以上の個体を除く 7頭は布ぷ抗体上

及び追伝 f検出状況からもRT668bp、Nesト

ed 349bp付近てあったことなどから、国内t

離株のEDRD-1株に近緑な株がこの牒場内

浸潤し、動いているものと考えられた。しt

し、子豚出荷まて重度呼吸器症状を呈し死(

する個休はなく、本ウイ）レス感染のみて二I.身

1018bp→ 
506bp→ 

写真 1 PRRSVのIFA抗体陽性例

M: マーカー

N ・陰性 J)fO

P: 陽性 J)fOI 

写真 2 RT-PCRによるPRRSV特異遺伝子の検If:

•89bp• 
267bp→ 

全血 2週目

M マーカー

N 陰性J,f D 
P 陽性J,f o-1 

写真 3 Nested-PCRによるPRRSV特異遺伝子¢
検出全血 2週目

4 畜産技術 1998年2J-ll 
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感染なく軽症て耐過していったものと思われ

た。

また、ウイルス感染と 言えば、全群に急速

に拡大するものと思われるが、今回の凋査結

果からも 1頭 4週間の調査期間IFA抗体絵性

て推移していること、毎年の没潤調査からも

同一農場1人に全頭肱性となることが少なく、

IFA抗体は変動しているものと考えられる。

IFA抗体のみてのPRRSV浸潤状況把握は困

難なものと思われた。よって、抗体検出は煩

雑てはあるが肺胞マクロファージ又は

MARC-145細胞を利用した中和試験なども

報告されており、これらの利用も検討してお

く必要があると思われた。

また、 PRRSVは国内分離株の他、ヨーロッ

パ型株及び血清学的にどれにも当てはまらな

い株の存在が指摘されており、国内にいても

変異もしくは違う型の株が流行している恐れ

があり、 RT-PCRによるこのプライマーのみ

ての把握は今後困難に成ることも予想され、

ウイルス分離との併用を実施する必要がある

と思われる。

この農場は材料及び方法の項て述べた衛生

管理実施前の平成 6年10月から平成 7年 1月

に離乳豚が重度な肺炎症状を示し、多数死亡

し、死亡豚からP.multocida及びA.Pleurop-

neumoniae2型を分離した。また、その頃、母

豚ては産子数のバラッキが認められたとのこ

とてあった。平成 7年 6月より現在の衛生管

理実施後軽い発咳は認められるものの死亡豚

は認められずに推移している。これは二次感

染を薬剤・ワクチンて徹底的に抑えているこ

とによるものと考える。これは、疾病的には

ある程度コントロールてきているようてはあ

るが、衛生費が農場を圧迫していることもあ

り、根本的な解決てはないと考える。よって、

現在、母豚からの哺乳豚感染が考えられたこ

とから、 ・早期離乳（約21LI齢）による本ウイ

Jレス絵露：期間の縮小によりウイルスの肥育豚

舎への持ち込み遮断を実施するため、発酵／＊

肥育舎を建設中てある。 それと同時に、母豚

の免疫力斎ー化のため新規導入育成豚は種付

け前 2ヶ月程度の馴致を実施中てある。

（平成 9年度家畜保健衛生所業紐発表会）
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毎技術情報1 まえがき

ここて紹介する「草の根畜産技術」は（扮且

際農林業協力協会 (Associationfor Interna 

tional Cooperation of Agriculture & For 

estry-: 略称： AICAF) が1996年12月に「

行した「卓の根農業技術ハンドブックー現丸

有用技術集新統合版（第 1集、第 2集）」の中

から畜産技術に関する課題を取り上げたも0

てある。

噂の根農業技術ハンドブック」はAICAF

が実施しているNGO支援活動の一環として

作成・刊行している技術指祁苫のひとつて‘ぁ
I 

り、それに掲載された数々の技術はAICAFが

1982年からはぱ毎年刊行している「煤林業現

草の根畜産技術の紹介

中西 三郎（なかにし さぶろう）
曲国際農林叢協力協会

地有用技術集」に掲載されている技術を新t:

に分野別に整理し統合したものてある。

当ハンドプックはさまざまな塁業分野に屈

分され、中を「現地塁民技術」「索材技術」「！

I 本の在来技術」の項に分け、技術課題毎に紐

介されている。

総数440余の技術が紹介され、その内、畜産

に関する技術は37課題（現地展民技術34課月

索材技術3課題）が掲載されている。 F表Ii

それらの面産関連のものの概要を紹介したb

のてある。

なお、「草の根農業技術ハンドプック」「R

林業現地有用技術集」いずれも日本語版のll

か英語版が刊行されている。
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刊行の趣旨

「農林業現地有用技術集」の「序文」には『「展

業技術には優劣なく、ただ適否あるのみ」と

いう名言をきいたことがある。しかし、それ

ては、その適否は、いったい、なにを碁準に

して判断したらよいのか。一般に、開発途上

国の塁業開発にとって、適止技術の軍要性が

説かれるが、風i:、社会万般の発なる条件の

もとて｀、いかなる展業技術がはたして適正な

いし適当てあるかは、必ずしも明確てない。

しかし、現地の営農条件のもとて、現に農民

にとって真に役tっている有用な、いわぱ「百

姓技術」ないし「展民的技術」をはなれて、

およそ適正技術はありえないてあろう。その

ような有用技術をてきるだけ多く発掘し、そ

れらのうちから、将及の可能性のあるものを

探り出して行けば、おのずと適正な技術に接

近することがてきるはずてある』とある。こ

のような趣旨て｀採択された技術が「現地農民

技術」てある。

開発途上国に技術指祁、協力に行かれた多

くの方が実感されたように、開発途上国の農

業を支える農民は、そのおかれた自然条件、

社会経済的条件の下て、資金力に乏しく、近

代的な技術の導入にはど遠く、裸手労働力を

主軸に伝統的に継承されてきた技術を土台に

農民の知恵て｀工夫されたやり方て日常の農業

が営まれているのが実態てある。これらの実

態の中から発掘された技術、あるいは、派遺

されたわが国の専門家が現地の農民と共に発

案したものが、ここて‘•いう「現地農民技術」

てある。

発刊当初の1982年から90年まて、この「現

地農民技術」が収録・刊行されてきたが、「こ

の種の技術のみては満足しないレベルの人々

が増え、一方、わが国の研究者達の海外にお

ける協力活動も年を屯ね、その成果も蓄梢さ

れた。このうちには、現地における技術協力

に適用し得るものも少なくないのて、関係の

研究者各位をわずらわせ、理論的解説ととも

に収録することとした」とされたものを「索

材技術」として掲載することとなった。

現地もしくは現地の条件を想定して試験が

行われ、現地農業に有用てあろうと提起され

た技術がこの「素材技術」といわれるものて‘

ある。

さらに 『生産手段の欠乏時代のわが国の技

術を古い文献から拾って収録し、資材に乏し

い条件下の混業に参考に供するため』「日本の

在来技術」が紹介されることとなり、内容が

充実され現在に至っている。

「草の根農業技術ハンドブック」は政府ベー

スの援助のみてなく、民間諸団体による海外

援助が活発に行われるようになり、AICAFと

してかかるNGO活動を支援し、その技術向上

に資するため、それまて‘に刊行された「農林

業現地有用技術集」を整理統合して刊行され

たものてある。この中の「現地農民技術」「索

材技術」「日本の在米技術」いずれを見ても、

現在のわが国展業からみれば低位生産技術と

思えるものばかりてある。しかし、途上国の

現地の実状から見て、ここに盛られている技

術のレベルが生きた技術てあり、これらのレ

ベルを土台として現地て適用される技術に改

良されるならば、正にその出発点となる技術

と考えられるてあろう。

課題は現地に派遣された国際協力事業団

(JICA)派遣専門家、青年海外協力隊(JOCV)

隊員を始め、熱帯農業研究センター（現国際

農林水産業研究センター）、 JICAなどの協力

のもとに収集されたものてある。
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1
 JI
CA
現
地
事
務
所

南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
に
よ
る
牧
柵
作
り

式
で
ョ
芽
さ
せ
，
牧
柵
を
作
る

1
9
8
2
.
2
 

タ
イ

熱
帯
で
は
マ
メ
科
牧
草
は
イ
ネ
科
牧
草
に
被
圧
さ
れ
て
急
減
す
る
そ
こ
で
，
マ
メ
科
牧
草
の
み

バ
ク
チ
ョ
ン
牧
草
試
マ
メ
科
牧
草
が
安
定
す
る
混

播
草
地
造
成
法

を
播
種
し
，
l
 

験
場

る
，

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

暖
地
型
牧
草
の
栄
養
繁
殖
に
暖
地
型
牧
草
は
種
子
の
脱
粒
性
が
著
し
く
，
発
芽
率
が
低
い
。

j
 

そ
こ
で
，
茎
葉
を
移
植
す
る
こ
と
第
l
版

南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
よ
る
増
殖
技
術

に
よ
り
増
殖
さ
せ
る

1
9
8
2
.
2
 

コ
ロ
ン
ピ
ア

マ
メ
科
牧
草
の
フ
ロ
テ
ィ
ン
マ
メ
科
牧
草
と
イ
ネ
科
牧
草
の
混
播
草
地
は
植
正
パ
ラ
ン
ス
の
維
持
が
難
し
い
の
で
，
マ
メ
科
牧

草
の
単
播
草
地
を
小
面
積
造
成
し
，
牧
棚
で
囲
っ
て
，
適
宜
ゲ
ー
ト
を
開
閉
す
る
こ
と
に
よ
り
コ
1

国
際
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
パ
ン
ク
利
用

ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
マ
メ
科
牧
草
を
採
食
さ
せ
る
。

コ
ロ
ン
ピ
ア

低
コ
ス
ト
草
地
造
成
法

牧
草
の
種
子
あ
る
い
は
株
を
低
密
度
播
種
（
移
植
）
し
，
そ
こ
か
ら
生
育
し
た
種
子
の
自
然
散
布

国
際
熱
滞
農
槃
セ
ン
タ
ー

あ
る
い
は
地
上
茎
，
地
下
茎
に
よ
る
繁
殖
に
よ
っ
て
造
成
す
る
方
法

フ
フ
ン
ル

熱
帯
イ
ネ
科
牧
草
の
栄
養
体
ほ
ふ
く
型
牧
草
地
か
ら
IO
rn
お
き
に
I
m
の
幅
で
デ
ィ
ス
ク
プ
ラ
ウ
で
浅
く
牧
草
を
は
ぎ
，
造
成
予

南
マ
ッ
ト
グ
ロ
ッ
ソ
州

定
地
に
運
び
細
か
く
株
分
し
て
か
ら
，
整
地
さ
れ
た
地
面
に
敷
き
，
角
度
を
少
し
開
け
た
デ
ィ
ス

帝
人
牧
場

繁
殖
に
よ
る
草
地
造
成

ク
ハ
ロ
ー
で
覆
土
す
る

プ
ラ
ジ
ル

熱
帯
イ
ネ
科
牧
草

熱
帯
牧
草
は
l
ヶ
月
ぐ
ら
い
熟
期
が
続
く
の
で
，
地
面
に
落
下
し
た
種
子
は
完
黙
し
て
い
る
，
地

西
部
諸
州

Br
ac
ha
ri
a
類
の
簡
単
な
採
種
法
上
部
の
牧
草
を
と
り
除
き
，
ほ
う
き
な
ど
で
掃
き
集
め
，
ふ
る
い
を
通
し
て
種
子
を
収
穫
す
る
。

|
傾
斜
地
を
な
る
ぺ
く
等
高
線
に
沿
う
ーて
4
m
幅
で
耕
し
，
2
m
自
然
草
地
を
残
す
。
こ
れ
を
交
互
に

第
2
版
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追
補
版
II 

1
9
8
5
.
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追
補
版
V
 

1
9
9
0
.
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追
補
版
V
 

19
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.3
 

プ
ラ
ジ
ル

傾
斜
地
砂
質
土
壌
に
お
け
る
繰
り
返
す

＇
追
補
版
¥'
I
 

南
マ
ッ
ト
グ
ロ
ッ
ソ
州

帝
人
牧
場

帯
状
の
牧
草
造
成
法

耕
し
た
と
こ
ろ
に
イ
ネ
科
牧
草
を
植
え
，
完
全
に
定
着
し
た
1
~
2
年
後
，
自
然
草
地
部
分
を
耕
19
90
.3
 

し
マ
メ
科
牧
草
を
植
え
る
。

-
..
..
 
-

プ
ラ
ジ
ル

I
 
Or
n
お
き
に
硬
木
（
現
地
名
：
パ
ウ
セ
ミ
ン
・
ハ
ウ
テ
ー
ラ
）
を
立
て
，
3
0
~
4
0
c
m
間
隔
で
錆
鉄
線

南
マ
ッ
ト
グ
ロ
ッ
ソ
州
材
木
節
約
型
牧
棚

を
張
り
，
硬
木
の
間
に
く
ず
小
材
を
3
本
，
鋼
鉄
線
に
針
金
で
固
定
す
る
以
下
そ
の
要
領
で
牧
追
補
版
V
 

帝
人
牧
場

柵
を
作
る
。
牧
柵
の
杭
が
軟
木
で
あ
れ
ば
耐
用
年
数
が
短
い

1
9
9
0
.
3
 

プ
ラ
ジ
ル

土穴を利
用した乾

草のこ•
;;雲ぷ
は
言
:
;悶
・
て
:
:横
認
ご
：
ぷ
は
土
ぷ
謬
悶
1追
補
版
VII

'
ん
包
法

，
い
く
。
一
杯
に
な
っ
た
ら
ロ
ー
フ
で
縛
り
杭
を
抜
き
，
ロ
ー
フ
き
棒
を
通
し
て
乾
草
を
地
上
に
持
19
94
.2
 

.
 

.
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ち
上
げ
る

オ
リ
ー
プ
油
(3
00
ml
)
に
鶏
卵
2
個
を
加
え
，
よ
く
か
き
ま
ぜ
て
，
経
口
的
に
投
与
す
る
（
幼
牛

田
口
本
光

シ
リ
ア

JI
CA
専
門
家

国
営
ダ
ラ
ー
牧
場

··
··

·•
··

··
 

石
原
忠
雄

タ
イ

軽
度
の
鼓
腸
症
，
食
滞
お
よ

ぴ
慢
性
鼓
腸
症
に
対
す
る
オ

リ
ー
プ
油
，
卵
の
応
用

家
畜
外
傷
の
治
療
法

の
場
合
は
半
量
）
。
エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
が
あ
れ
ば
加
え
る
と
良
い
。
急
性
，
重
度
の
も
の
は
不
+I
第
1
版

分
19
82
.2
 

外
傷
化
膿
症
汀
責
瘍
な
ど
に
ハ
エ
類
が
な
め
る
こ
と
が
症
状
悪
化
の
原
因
に
な
る

JI
CA
専
門
家

パ
ン
ポ
ン

-
•
•
 

飼
養
・
遠
藤
賢
司

フ
ィ
リ
ピ
ン

鉱
塩
の
代
用
に
粗
塩
を
利
用

30
 
I
 

"L
 l!

fv':
.t—I

ノリア
...I
霜
詮
i虚

そ
れ
ら
の
予
防
，
治
療
に
牛
の
ふ
ん
を
基
剤
と
し
た
軟
膏
を
作
り
局
所
に
厚
く
塗
布
す
る
。

現
地
で
入
手
困
難
な
鉱
塩
の
代
用
と
し
て
，
直
径
8
~
I
O
c
m
,
 
長
さ
3
0
c
m
の
表
皮
を
は
い
だ
竹
薔

に
数
か
所
小
穴
を
あ
け
粗
塩
を
入
れ
，
水
を
加
え
て
畜
舎
に
つ
る
し
，
家
畜
に
随
時
な
め
さ
せ
る
。

ォ
ォ
云
点
コ
ム
ギ
な
ど
の
か
ら
を
家
畜
が
食
べ
ゃ
す
く
，
ま
た
，
人
か
扱
い
や
す
い
よ
う
に
，

馬
・
ロ
パ
を
動
力
と
し
て
ト
ロ
ッ
コ
で
細
断
す
る

第
2
版

1
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3
.
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利
用

J
O
C
V
隊
員

ア
ク
ラ
ン
農
科
大
学
す
る
方
法
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1 0  
No
. 
分
野
提
供
者

場
所

概

32
 

33
 

34
 

フ
ィ
リ
ピ
ン

JO
CV
隊
員
lレ
イ
テ
島

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・.
..
..
..
..
..
. 
ヤ・
・・
・・
・・
・・
・・

中
谷
政
義

丸
杉
孝
之
助

国
際
農
林
業
協
力
1
国
内

協会 塁
圧
Iii
叫

課
題

古
タ
イ
ヤ
を
利
用
し
た
給
餌

器 畜
力
に
よ
る
抜
根

簡
便
な
放
し
飼
い
豚
の
侵
入

防
止
棚

要

フ
ィ
リ
ピ
ン
あ
た
り
で
は
家
畜
の
給
餌
器
に
利
用
で
き
る
も
の
は
少
な
く
．
材
木
を
く
り
ぬ
い
た

も
の
な
ど
を
利
用
し
て
い
る
が
．
古
タ
イ
ヤ
を
利
用
し
た
も
の
は
有
用
で
あ
る
。

--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--

ま
ず
．
人
力
で
根
の
周
り
を
堀
り
．
側
根
は
太
ぃ
根
を
--
1一
禾
残
し
ー／
他
ば
五
沿
蔽
る
-:
--
,呵
根
の
天
―

い
根
の
基
を
支
持
根
と
し
て
．
そ
こ
に
ワ
イ
ヤ
ー
を
巻
き
付
け
，
腕
木
を
固
定
す
る
。
畜
力
で
一

定
の
方
向
に
ぐ
る
ぐ
る
回
し
な
が
ら
主
根
を
抜
き
取
る
。

凶
註
細
は
丸
杉
：

—!~
I_村
ー
：
翌
堕
抜
腿

ーの
研
究
195
1
ー一ー
開
拓
研
究
2巻
6号
参
照
）

--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--
--

豚
の
首
に
長
さ
5
0
~
6
0
c
m
程
度
の
2
又
枝
を
挟
み
．
枝
が
外
れ
な
い
よ
う
に
ロ
ー
プ
で
結
ぷ
。
こ

う
す
る
こ
と
に
よ
り
突
き
出
た
枝
に
よ
っ
て
．
豚
が
狭
い
場
所
に
入
り
込
む
が
防
止
で
き
．
管
理

が
容
易
と
な
る
。

輯
有
用
技
術
集

第
1
版

19
82
.2
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--

追
補
版
II 

19
85
.3
 

統
合
版

19
87
.3
 ..
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II 
素
材
技
術

N
o
 I
分
野
提
供
者

場
所

課
題

現
地
有
月
枝
術
集

小
川
恭
男

熱
帯
農
業
研
究
セ

ン
タ
ー

2  

渡
部
和
夫

JI
CA
専
門
家

コ
ロ
ン
ピ
ア

東
部
平
原

パ
ラ
グ
ア
イ

農
牧
省
養
蜂
部

自
然
草
地
改
良
の
た
め
の
ペ

ー
パ
ー
パ
ッ
グ
植
栽
法

ミ
ッ
パ
チ
巣
板
の
難
易
く
ん

蒸
消
毒
箱

3  

石
原
修
二

熱
帯
農
業
研
究
セ

ン
タ
ー

サ
ヘ
ル
地
方

人
工
巣
力
‘
ご
に
よ
る
野
生
蜜

蜂
捕
獲
収
集
法

概
要

名
剌
大
の
紙
袋
の
中
に
マ
メ
科
牧
草
種
子
(
1
0
~
3
0
粒
）
と
大
型
ペ
レ
ッ
ト
肥
料
（
約
IO
g)
を
入

れ，
自
然
草
地
に
紙
袋
こ
と々
散
布
す
る
方
法
。

播
種
床
の
整
備
は
除
草
剤
帯
状
散
布
に
よ
る
不
耕
起
方
式
ま
た
は
チ
ゼ
ル
プ
ラ
ウ
1
回
が
け
に
よ

る
帯
状
簡
易
耕
起
方
式
。

•
-
··

··
··

··
··

··
··

··
··

··
··

 
•
-
.. 
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・ 

縦
21
9,
横
85
,
奥
行
46
cm
,
容
積
85
0
リ
ッ
ト
ル
の
箱
の
下
段
は
ホ
ル
マ
リ
ン
の
加
熱
蒸
散
室
，

最
上
段
に
巣
板
を
食
害
す
る
害
虫
（
ス
ム
シ
）
の
防
除
剤
を
置
く
小
棚
を
設
け
，
そ
の
間
に
巣
板

を
収
容
す
る
棚
4
段
（
約
2
8
c
m
間
隔
）
を
設
け
る
。
約
24
時
間
ホ
ル
マ
リ
ン
ガ
ス
で
消
毒
す
る
。

・・
・・
・・
・ 

··
··

··
··

··
··

··
··

-·
··

··
··

··
··

··
··

··
··

··
··

··
··

··
•
·-

··
-
-
-
-
-
-
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
 

分
封
行
動
を
す
る
野
生
ま
た
は
半
野
生
の
蜜
蜂
の
群
れ
を
捕
獲
し
て
造
巣
さ
せ
蜂
蜜
を
集
め
さ
せ

て
収
穫
利
用
す
る
た
め
の
在
来
技
術
。

捕
獲
，
造
巣
さ
せ
る
た
め
の
巣
か
ご
は
ミ
レ
ッ
ト
や
‘
ノ
ル
ガ
ム
の
茎
稗
を
む
し
ろ
状
に
編
み
，
円

筒
力
‘
ご
を
作
る
と
か
，
太
い
樹
木
を
真
ん
中
で
縦
に
2
つ
割
に
し
て
中
身
を
く
り
ぬ
き
，
合
わ
せ

た
も
の
と
か
，
樹
皮
を
張
り
合
わ
せ
て
作
っ
た
り
す
る
。

造
巣
場
所
を
求
め
て
移
動
す
る
分
封
集
団
を
確
実
に
誘
引
す
る
た
め
，
こ
れ
ら
の
巣
か
ご
の
内
側

に
あ
ら
か
じ
め
蜂
ろ
う
（
に
か
わ
）
を
溶
か
し
て
塗
り
付
け
た
り
，
蜜
ろ
う
を
い
ぷ
し
た
煙
に
さ

ら
し
て
に
お
い
を
つ
け
る
と
効
果
が
あ
る
。
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追
補
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畜産関係課題の概要

表中の「場所」は課題提供者が主に発掘も

しくは発案した場所てあり、ここてしか適用

されないという意味てはない。

また、表右の「現地有用技術集」は過去、

AICAFが刊行した「農林業現地有用技術集

（各巻）」と刊行年次を示したものてある。

技術内容の紹介は各課題とも「技術の内容」

「技術の効用•特長」「技術の背景」「利用上

の留意事項」「その他」て‘‘構成され、技術の要

点を図示し、 1 -2頁に簡潔に纏められてい

る。

なお、当「草の根農業技術ハンドプック」

が刊行されて以降、 1996年 8月に「農林業現

地有用技術集ー追補版YIU」が刊行された。そ

の中に畜産分野として、下記2技術が紹介さ

れている。

1. ミツバチの伝統的な丸太巣箱の利用

（中村純、ネパール・アジア各地）

2. ミツバチの巣箱架台のアリ除け

（中村純、ネパー）レ）

むすびにかえて

掲載されている課題の多くは東南アジアや

ブラジル ・コロンビアを中心とした南米て発

掘された課題が多い。

これは、従来これらの諸国へ派遣された技

術者が多かったためてあり、今後はアフリカ、

中近東などて生み出される技術の紹介などを

含め、巾広い内容の充実が期待されるところ

てある。

ここに掲載された主要な技術を強いて分類

すると、給餌 ・給水などを含め「栄養管理」

に関するものが9課題、採種を含め「草地造

成」に関するものが9課願、牧柵設置を含め

「放繋牧」に関するものが8課題となってい

る。

草地造成に関するものは、熱帯条件て牧草

を定着させる難しさを農民的レベルて解決し

ようとしたもの、また、蛋白飼料としてのマ

メ科牧草をいかに定着させるかなどの技術の

紹介が主流をなしている。

他の技術はいずれも少頭数飼育の家畜・家

禽をいかに省資源、低コストて‘‘飼育するかが

基底にあり、 50年前のわが国畜産を初彿とさ

せる技術てある。しかし、これが現在の開発

途上国の実態てあり、いたずらに近代的技術

を導入しようとしても、それは生きた技術の

導入てないことを提起して、むすびに代えた

し‘
゜
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睾技術情報2
l. チーズホエー
チーズは牛や洋、山羊の乳から造られるt

疱址にして原料乳のおよそ 1/10のみの利［

てある。残りの 9/10はチーズホエーとして

廃棄されている。このチーズホエー中にはチ

ーズに取り込まれなかった乳成分が含まれて

いるが、カルシウム（原料乳の20-30%)~

水溶性ビタミン類（原料乳の95%程度）をり

、ぶに含んており、栄捉的に1袋れた液体てあ！

しかしこのチーズホエーは直接飲用には用

られない。これはこのホエーに渋味やifU

臭と形容される不快臭が発牛するためてあt

この不快臭をホエーオフフレーバー、あるq
は単にホエーフレーバーと呼んているが、；

のフレーバーが発牛したチーズホエーはどv

ように工夫しても我々の飲料に利用てきな＼

チーズホエーから乳酸菌
発酵ホエーの製造

鈴木一郎（すずき いちろう）

農林水産省畜産試験場加工部
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2. なぜホエーフレーバーが発生するのか

ヨーグルトのホエーだけを飲んてもチース

ホエーのような不快臭はない。なぜチース:t
らのホエーて不快臭が発生し、ヨーグルトか

らのホエーからは発生しないのか。我々はこl
の問題に取り組み以下の結論を得た。 1.チ

ーズホエーの不快臭の発生にはチーズ製造峙

に加えたレンネットが関与している。 2.1' 

快臭の発生は乳酸菌の生育に伴う pHの低下

とともに発生する。 3.不快臭の強さ、質I!

使用する乳酸菌の種類によって異なる。 4,

牛乳を90℃10分以上て加熱すれば不快臭の月

生は抑制される。

このようにイ＜快臭を発生しないホエー発歴

飲料はレンネットを加えていないホエーカ灼

造られることがわかったが、チーズ製造にレ

ンネットは不可欠な材料てある。また原料t

雀産技術 1998年2/j~ 



を90℃ もの硲温て‘加熱すればチーズは製造て‘

きない。したがって一般のチーズホエーから

は発酵飲料は製造てきないことになる。 しか

し我々の研究宅て開発した軟らかいチーズ

（畜試チーズ）製辿用の乳酸1討をチーズスタ

ーターとして用いた場合、チーズホエーには

即時間にわたり典刑的なイ＜快臭が発生しなか

った。我々はこのチーズホエーを用いてホエ

一発酵飲料の試作にチャレン ジした。

3. 発酵ホエー飲料の試作

我々が目指した発酵飲料はヨーグルトを述

心分離して得られるホエーてある。すなわち

斎試チーズ製造時のチーズホエーをヨーグル

ト製造用の乳酸菌て発酵させヨーグルト風味

の飲料を製造することて｀ある。我々は畜試チ

ーズホエー中の脂肪を除いた後、砂糖を 5%

加え、ヨーグルト用乳酸菌を 1%接種し、 40

℃て16時間培投した。その結果ヨーグルト様

の風味の発酵ホエーが得られたが、青臭い不

快臭が発生しており、飲用に耐える飲み物と

はいえなかった。ヨーグルト製造の場合、原

料乳を90℃以上て20分以上加熱する。こうす

ることにより殺菌と乳酸菌の生育に適した環

境が得られるのてある。次の試みてはホエー

を90℃て20分加熱してから同様に発酵ホエー

を製造した。発酵後のホエーは変性したホエ

ータンパク質のため懸濁しており、飲んてみ

ると廿臭い味ははとんど消えていて、いっそ

うヨーグルト様のドリンクとなっていた。し

かし、飲んだ後味が良くない。これは熱変性

したホエータンパク質の一部がl」内表面にコ

ーティングされるためてある。この変性タン

パク代を取り除くためのもっとも効果的な方

法はカルシウム塩を加えることてあった。ホ

エーを加熱する前に炭酸カルシウムを加えて

おくと加熱変性したホエータンパク質のうち

/3ーラクトグロプリンはカルシウムとコンプ

レックスを造り沈殿する。こうしてからヨー

グルト用乳酸菌て発酵させると、得られた発

酵ホエーはわずかな渇りを有するが、乳酸の

生成に伴うpHの低ドとともにカルシウムが

イオン化し、乳酸と結合するためホエー中の

カルシウム濃度は高まる。炭酸カルシウムの

添加斌を多くすると牛乳並のカルシウム濃度

(100mg/100ml)とすることも可能てある（写真）。

ヨーグルトのおいしさは発酵に用いる乳酸

菌によって異なる。我々の開発したホエード

リンクにふさわしい乳酸菌を選び出し最終的

にはチーズホエーから乳酸菌発酵飲料を我々

は製造することに成功した。このホエー飲料

は酸味とわずかな果実臭を持っており、グレ

ープフルーッジュースに似ている。この発酵

ホエーをベースにして炭酸飲料、果汁とのミ

ックス飲料節の開発も考えられる。我々はホ

エー飲料の開発は牛乳をすべて利用するチー

ズ製造法への道を開くことになると期待してい

る（ホエー乳酸菌発酵飲料製造工程図参照）。

. ,. ・・

.. . 
.,:、 '.

•, 

＇ 

〇,,;・ 1

< 

原料のチーズホエー（左）とホエ一発酵飲料（右）

回 5月）00kg 長:悶：:,;,: 分
三ン：駁栴（クリーム七パしークー）

巨―二 ＇ド ぬk& ホエー 'l¥.llliio!MJ

-「 にホエ遠IIカルシウム塩は饉いぷ

［テー°""" I=~-. ℃ . 分

［ホ~ら~~可―~豆
8Jk& 2 k& 

図 ホエー乳酸菌発酵飲料製造工程
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生産現場と直結する畜産の研究開発拠点をめざす

長野県畜産試験場
三井 一平（みつい いちへい）

長野県畜産試験場長

l . はじめに

本県は南北に長く、全国第 4位を占める県

七を有し、 H本の届根と呼ばれる標砧3,000m

前後の山々が四方を囲み、固有の自然条件を

有しております。耕地面積は平成 8年125,300

haて、県土の9.2%を占め水田、畑がほぱ'¥々

てある。このような立地条件の中て｀畜産は、

酪塁、肉用牛、養豚、投焙を中心に営まれて

おり、その他めん羊、山羊、うさぎ、馬等が

飼育されています。平成 8年の畜産の生産額

は504億5600万円て、農業全体の14.4%てす。

その内訳は乳用牛176億5,000万円 (34.9%)、

肉用牛135億9,700ガ円(26.9%)、豚61億4,500

万円 (12.2%)、採卵競33億1,800ガ円 (6.6 

％）、肉用甥13億700万円 (2.7%)、その他82

億4,100万円 (16.7%)てす。又全国における

本県畜産の地位を平成 9年 2月1日現在の飼

簑頭数て｀見ると、乳用牛11位、肉用牛19位、

豚24位、採卵鶉35位となっており、比較的大

家畜の飼養頭数が多い。しかし近年は輸入畜

産物の増加による価格低迷、生産者の高齢化

や後継者不足等により、各畜種とも飼養戸数、

頭数とも減少傾向にあります。今後も輸人畜

産物の増加、産地間競争の激化が予想され、

更に消費者からは高品質て‘安全な畜産物生産

14 
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が求められ、また生産者からは先端技術の岩I 
人等による生産性の向上、労働生産性の向上

を図るための技術開発が期待されています。

一方本県ては艮l芸王国づくりが進められてお

り、畜産からの有機物供給体制整備も今後0

重要課題て‘す。

も沿革

昭和 3年長野市に種朗場、昭和10年松本¢

に種斎場、昭和19年現在の茅野市に種畜場を

設置し、松本市の種岳場を分場としました

更に昭和26年現在の小海町に種羊場を設置、

また昭和31年に種畜場の分場を中央家畜人］

授精所と改称しました。

その後畜産物需要の増加により発展する省

産に対応するため県ド各地に分散していた4

場を統合して種畜、種鶏及び牛、豚の桁液り

生産配付を行うとともに、畜産に関する試験

研究を強力に推進することとし、昭和39年11

月現在地の塩尻市に種羊場の業務を移管して

畜産試験場を開場した。その後、昭和41年甘

畜場、昭和42年中央家畜人［授精所、 43年廿

鶏場を統合して、名実ともに総合の畜産試駐

場となり現在に至っております。

畜産技術 1998年2月’



3. 畜産試験場の概要

地理的には長野県のはぱ中央に位覆してい

ます。交通の1史は、長野自動車逍の塩尻イン

ターから約 2km、JR中央本線塩尻駅から約 4

km、松本空港から約11kmの距離にあります。

標麻は760m、年平均気温10.8℃、年降水乱

1. 178mmて、積舌は県内ては比較的少ない地区

てある。総面梢40.8ha、内飼料畑、草地、放

牧地等は27.3ha、建物は本館 1棟1,977m'、畜

含等88棟16,748m'てす。

機構は庶務会計を担当する管理部の他、研

究組織として、家畜別に酪農部、肉用牛部、

養豚部、養鶉部と飼料部門を担当する草地飼

料部の 5部体制となっています。このほか農

業後継者等の養成教育機関として、長野県混

業大学校畜産研究科、実科が併設されており、

講師は、畜産試験場の職員が兼務しています。

職員は研究職員29名、事務職貝 4名、現業職

員33名の計66名てす。

家畜飼養頭羽数は平成 9年 5月 1日現在、

乳用牛78頭、肉用牛131頭、種雄牛（黒毛和種）

19頭、豚591頭、親5,183羽、めん山羊32頭て‘

す。

4. 試験研究等の概要

(1) 酪農に関する研究

最近における乳用牛の能力向上はめざまし

く、それに対応した飼養管理技術の開発が求

められています。当場ては関東東海を中心と

する 8都県て協定して飼養試験を実施すると

ともに、飼料の消化特性を考慮した高泌乳牛

の飼科給与技術を確立すべく試験研究を実施

しています。当場て開発した乳牛の飼料給与

設計・診断ソフト「DAIRY」は県内だけてな

〈、全国的に利用されておりますが、新しい

知見に合せてバージョンアップを図っており

ます。また平成 6年に20頭規模のパイプハウ

スフリーストール乳牛含を建設し、その実証

を行っておりますが、今後は牛床、ストール

構造等、牛の快適性についての研究を行う予

定にしています。

更に乳用牛の生産性向上、労働生産性の向

上を図るべく、体重の自動計測システムの実

証、つなぎ式畜舎におけるTMR(混合飼料）

の個体別自動給餌装箇の実証、搾乳の自動化

システム（搾乳ロボット）の実証筈をメーカ

ー等と協力しつつ試験研究を推進しています。

このはか酪農におけるふん尿等の環境汚染防

止技術の検討も行っております。

更に酪農部ては、めん羊の生産性向上を図

るため周年繁殖技術にとりくんて‘米ましたが、

更に今後、地域特産物としての定着を図るた

めの飼蓑技術改善にも取組んています。

(2) 肉用牛に関する研究

和牛の育種改良については、優良種雄牛の

造成を中心に各県が競って銘柄確立に向けて

努力がなされておりますが、本県においても

国補事業の「肉用牛集団育種推進事業」によ

り遺伝能力に優れた種雄牛の作出に努力して

いるところてあります。またそれと関連して

黒毛和種のDNA選抜手法の開発の仕事にも

参画しています。

バイオテクノロジー関係の試験研究も重要

課題として取り組み、体外授精技術、雌雄産

み分け技術とともに、核移植技術を応用した

牛の 1卵性多子生産技術（ク ローン牛生産技

術）の確tに向けても、努力していると ころ

てあります。

また飼養管理面ては、肉用牛の肉質改善の

ための飼料要因の解明、早期雅乳による子牛

育成技術の確立等に取組んてお ります。

(3) 養豚に関する研究

信州の気候風土に適した高能力豚 として、

15 



‘胚成 5年に,11場て造成したランドレース種系

統豚「シンシュウ 1 」を利用して、岐り•,_県て‘

造成された「ナガラヨーク」及びli.Jて造成さ

れた「サクラ203」を系統間交雑した三元交雑

豚が肉用索豚として最艮てあるとの成糸れを得

て、生産現場て活用されています。これら系

統豚の維持増殖を行うとともに、これと関連

して一代雑種雌豚の育成技術の改苦にも取組

んております。

また、投豚における牛産性の向上を図るた

めには、繁殖：中辺の向上が市要課題てあるとの

認識から、種雌豚の省力的な授精技術の確立

及び豚枯液の利用性の改苦に取り組んていま

す。更に投豚経営においては、悪臭布の環境

問題の解決が重要てあり、これに対応して畜

舎における低コスト消・脱臭技術の確立に向

けての試験研究を実施しています。

(4) 養鶏に関する研究

各県が独自の特産鶏の開発を行っておりま

すが、当場においても芙味しい鶏肉づくりを

目途に、日本鶏を利用した高品質肉用痢を作

出し、地域特産物として、定行させるために

その飼養試験を実施しています。

また採卵鶏については、県下て飼養されて

いる銘柄賠について比較試験等を実施し、指

導の参考等に供しています。種鶏の育種に関

する試験ては、国及び都道府県て作出された

採卵鶉の性能調査を実施するとともに、肉用

鶏については、優良種鶏組合わせ検定ギ業を

行っております。

(5) 草地飼料に関する研究

国からの指定試験てあるソルガム育種試験

を実施しております。平成 3年度以降「リュ

ジンワセ」「天高」「風立」「夏息吹」の 4品種

を育成し、更に高消化性遺伝子を持つ新品種

が近く育成される予定てす。

その他本県に適した品種を選定するため牧

16 

平、飼料作物の l品種選定,;J¥験を実施すると

もに、最近クローズアッフされてきた強W

米雑草の防除技術の確立に向けて、 4県て

定試験を実施しており、本年が最終年度て

果を取りまとめています。

吏に昨年度近赤外分光法による家畜ふん

肥の成分迅速測定システムを開発し、現布

しい堆きゅう肥処理方法等の技術確寸．に向"

て試験研究を推進しています。

また当場に自給飼料分析センターの看杞

掲げ畜産牒家からの依頼に碁づきサイレーン

等の成分分析と、その結果にもとづく栽培、I
給与指＃等を実施しています。

5 . おわりに

県てはこれからの煤業をとりまく情勢明

化に的確に対応し、本県農業を担う農業者：

希望と誇りを持って取組める塁業の実現を

指して、 2010年を目標とする長野県展業駐

ビジョン「21棋紀にきらめく信州農業への.;

ザイン」を平成 8年 3月に策定し、これを

けて、長野県展業関係試験研究推進構想「l

業技術ステップアッププログラム」を平成

年 3月に策定しました。

今後は、これにもとづき、当畜産試験場：
I 

おいても、本県煤業の先導的役割を果たす＾

く、家畜の改良、育種、飼料作物の新品杓

育成をすすめるとともに、革新的な技術の

発、新技術の実証等により、低コストて安t

高品質な畜産物の生産、環境保全等の試験

究を推進していくこととしております。

二
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肉用牛の遺伝子解析と肉質の改良
小畑 太郎（おばた たろう）農林水産省農叢生物資源研究所遺伝資源第二部

はじめに

近年、家畜の追伝 f解析技術の進展は岩し

（、特定の形質を支配する迫伝{-そのものや、

, l 遥仏子としての機能は解らないDNAマーカ
＇ ーが多址に発兄されている。そして、これら

の追伝子解析情報を育種的に利用する分野の

研究が進められており、従米の育種技術を変

4

け、

革する期待がある。

遺伝子とは

,~1 用牛の体をつくり上げている約600兆個

の1つ1つの細胞には、約30億の塩基対から

なるゲノムが2セット含まれている。 1セッ

トは父親由米て、 もう 1セットは母親由来て‘

ある。すなわち60本ある牛の染色体の'¥分の、

常染色体 (29本）と XYの性染色体 (1本）の

合計30本が牛のゲノムてある。そして生命活

動を行うのに必要な追伝情報 (DNA)は、体

の各細胞（標準的な細胞の大きさは0.02mm)

の核の中の染色体とミトコンドリア（細胞の

原形質に存在する環状のDNAて‘、その迫伝子
I 

r_f は卵＋由来てあるため母親だけから遺伝的特

徴が伝えられるという性質がある）に存在し

ている。DNAは糖とリン酸と塩甚を基本単位

としたものが鎖状に結合したものて‘‘、 2本の

鎮は向かい合ってラセン状横造をとっている。

塩甚はアテ‘‘ニン (A)、グアニン (G)、シト

シン (C)、チミン (T) の 4種類て‘、 A と

T、GとCが結合して塩基対を作っている。

．．辰

迫伝 r-は決まった染色体上の決まった場所
に位置している、ひとまとまりの塩甚配列て

ある。DNA上て3個つながった塩基が 1個の

アミノ酸の合成を指令する（例えばAAGとい

う塩甚のつながりはリジンというアミノ酸の

暗号になっている）。あるタンパク質が2000個

のアミノ酸からてきている場合、それを指令

する追伝 fの塩基は 3倍の6000対て‘よいはず

てあるが、追伝fの中には遺伝情報を持たな

いつなぎの部分（イントロンと呼ばれる）が

あるため、追伝 f全体てはその数倍の塩基の

長さになっている。タンパク質の合成を指示

している追伝子は、ゲノムの 3-5%位の領

域にのっており、残りの領域の塩甚配列はタ

ンパク質の合成の指ぷには直接関与していな

し‘
゜

兄弟は同じではない

牛の細胞のそれぞれの核には、父方と母}j

からきた染色体が対になっててきた相同染色

体が30組ある。父と母が同じてある全きょう

だいだからといっても、父方と母方から受け

継いて作られた千供逹のDNAは同じにはな

らない。ヒトにおいて兄弟て｀頻や体型が異な

ることからもわかる。それは対になっている

染色体がそれぞれ独立に組み合わせを作るた

めて‘、 23組の染色体を持つヒトの場合には 2

の23乗、およそ840万種類の組み合わせがてき

る。しかも受精に先だって生殖細胞がてきる

際、対になっていた相同染色体はいったん倍



に増えて 2度の減数分裂て4個の細胞（粘子

や卵 f) がてきるが、減数分裂の過程て相同

染色体が向かい合った時、染色体間て｀しばし

ぱ組換えが起きる (1回の減数分裂て約30ヶ

所て組換えが起きる）。つまり 1つの染色体の

中に父方と母方のDNAが混じったものがて‘

きる。このようにして生物は梵くほどの種と

遺伝的多様性を作っているのてある。

同じ染色体上に 2つの追伝子があると、こ

れらがこ、｀く近くに位箇していれば追伝十は一

緒に親から＋へ伝わる。しかし 2つの追伝子

の距離が離れていれば、一緒には fに伝わら

ないという現象が起こる。それは 2つの迫伝

子が述くに離れて位四しているほど染色体の

間て‘組換えが起こりやすくなるためてある。

減数分裂 1回につき 1度交叉が起きる遺伝f

間の距離を 1モルガンという。いいかえると、

となり同士の遺伝子が組換えによって 1世代

て・1%の確率て｀別の染色体に分かれる距離を

1センチモルガン (cM)と呼び、この場合の

2つの遺伝＋は約100万塩甚対 (bp)だけ離れ

ている。

口NAの多型現象

DNAの塩甚配列は250~500塩基対こーとに

1個ぐらいの割合て塩甚が異なっており、こ

れをDNA多型現象という。 DNA多型の原因

には 1つの塩甚対の違いによって起こるもの

と、短いDNA配列の繰り返し数の違いによっ

て起こる場合がある。こうした多型現象は親

から子へ遺伝する。

牛のある染色体の 1ケ所て‘突然変異が起き、

2個体間て塩基配列が違っている場合を考え

てみる。このような塩基配列の変異の場所が

特定の塩甚配列を切断する制限酵索(DNAを

切断する酵索群）の切断部位て‘起こっている

場合、制限酵索の処理て得られたDNA断片の

長さは 2つの個体て異なる。そしてこのD''

断片を電気泳動した時、断片の長さによっ：

泳動速度に違いが出るため、これらの違り

泳動度の差（バンドパターンの差） として

出てきる（制限酵索断片長多型、 RFLP)。

えばある染色体の 1ヶ所て塩基配列のG(

アニン）がA(アデニン）に換わった場合のi

異を電気泳動て検出すると、 GがAに換h

たために制限酵索て切断される部位が失わl

て、本来のGの場合よりも大きいDNA断片t

得られ、屯気泳動ては流れの遅いバンドとし

て検出されることになる。 l 
また塩基配列の中に (GT)などの短い印

が数回から数10同を繰り返し、その繰り返

数が個体間て違う場合がある（反復配列印

型、 VNTR)。各個体の反復配列の繰り返し

の違いは、電気泳動におけるバンドの泳枷

離の違いとして検出てきる。繰り返し部分v

長さが数百塩碁の繰り返しをサテライト、

十塩基の繰り返しをミニサテライト、 2塩

から数塩基の繰り返しをマイクロサテライト

と呼んて｀いる。一般的に (GT)のマイクロ... 

テライトはゲノム当たり 10万個所あるといt

れている。

DNA診断

原因となる遺伝イ→がわかっており、DNA

断として実際の家畜の淘汰に利用されてい！

例として、牛白血球粘若不全症 (BLAD)t 

ある。 BLADは父と母が共に本病の遺伝子を

保有しているキャリア（相同染色体のそれそ

れに疾患遺伝子と正常遺伝-f-を持っため、

常症状は現れない）てあった場合に発症すi

遺伝疾患て‘、 14カ月齢まてのホルスタインt

が慢性肺炎や腸炎などを併発し、最終的に，；

死に至る。 BLADになる原因は明らかにな'

ており、染色体の383番目の塩基がA(アテ，,；



‘ 
ン）からG (グアニン）に四き換わり、その

ため本米てきるべきアミノ酸のアスパラギン

酸の代わりにグリシンがて‘きるようになった

ためてある。この診断には383番日の塩碁を含

む範囲をPCR法（ポリメラーゼ連鎖反応のこ

とて、微鼠迫伝r-を増輻する）i法）て増輻し
て、それを制限酵索て処理した後屯気泳動し

て得られるバンドの数て判定することがてき

る。正常な牛てはバンドが 2本、 BLADては

1本、キャリアては 3本が検出される。

BLADを除外するために、乳牛の後代検定事

業においてはBLADの検杏が義務づけられ、

キャリア牛は事業から除外されるなどの対策

がとられている。

“
 
DNAマーカーによる間接診断

多くの迫伝病やはとんどの経済形質につい

ては、その原因になる追伝子の位置や機能は

全く不明てある。この場合には、 上記のよう

甚 なDNA診断法は利用てきない。しかし、もし

・ 改良したい形質に関与する追伝rに極めて近

4
1・
• 

ふ い位問にある塩碁配列に多烈性があれば、こ

,t れを原因迫伝（のマーカー（椋識） として間

接的に利用することが考えられる。それは、

ある原因迫伝 fにこ、｀く近い部分の塩甚配列は、

原因追伝 fと一緒に親から＋に伝えられてい

くからてある。 DNAマーカーとしては、容易

にかつ正確に検出てきるものが望ましいく、

マイクロサテライトマーカーがこれらの条件

を満たしているため特に注目されている。
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DNAマーカーと質的形質

毛色や角の有無などの質的形質と DNAマ

ーカーとの関連についての研究はいくつか報

告されている。無角と有角の牛を交雑して作

った家系について、マイクロサテライトマー

カーと角の有無との関係を調べた結果、無角

の遺伝r-と連鎖するDNAマーカーが第 1染
色体 I-.にあることが発兄された。牛の角は無

角が俊性てあり、表型上は無角ても有角の追

伝r-を持つものがいる。発見されたマーカー
を利用すれば、有角の追伝 fを持つかどうか

が判定てきる。毛色は常染色1本上の単一迫伝

子座によって支配されている。毛色が異なる

品種を交雑して作出した家系を解析した結果、

毛色は第 5染色体いこあるDNAマーカーと

深く連鎖していたという報告がある。乳牛の

ブラウンスイス種においてWeaver病（進行

性脳脊髄炎）が発現した家系を分析して、

Weaver病の発現と連鎖したマイクロサテラ

イトマーカーが第 4染色体上て発見されてい

る。この結果、 Weaver病はDNAマーカーを

調べることて牛群から取り除くことがてきる

ようになった。このように単純なメンデル追

伝をする形質の場合、DNAマーカーを利用し

た診断法は順次開発されてきている。

DNAマーカーと脂肪交雑

肉用牛の育種において関心があるのは、脂

肪交雑や増体速度などの旦的形質に関与する

遺伝 f座 (QTL)てある。 QTLと密接に連鎖

し、 しかも形質の発現に大きな影薯を与える

DNAマーカーが発見されれば、 DNAマーカ

ーを選抜形質にする新しい育種法が可能にな

る。このような育種法は、マーカーアシスト

選抜法と呼ばれている。

テキサスA&M大学の研究グループては、

発育と肉質の原因となる遺伝 fの同定に用い

るために、アンガス種とプラーマン種を用い

て過排卵と胚移植により大規校な全きょうだ

い家系を造成した。DNAマーカーと牛の発育

や産肉形質との関連を分析した結呆、離乳時

体重を支配する遺伝チ座は第 2染色体、脂肪

交雑に関与する遺伝f座は第 5染色体と第 9



染色体、背脂肪を支配する遺伝子座は第 1染

色体にあるようだと報告した。わが国におい

ては神戸大学の研究グループが、 ミトコンド

リアに存在する遺伝子の多型タイプと産肉性

の関連を研究し、ロース芯面積と脂肪交雑評

点にプラスの効果を示すミトコンドリアタイ

プがあることを報告している。また動物遺伝

研究所ては、 14道県と家畜改良事業団が実施

している和牛産肉能力検定の調査牛を用いて、

DNAマーカーと経済形質との連鎖解析を行

う事業を実施している。さらに農水省家畜改

良センターては、和牛とリムジン種等を交配

した実験家系の造成を始めている。これら0)

家系が完成して解析結果が出てくるまてにIi

今しばらく時間を要する。

おわりに

ごく最近、牛のダブルマスリング形質（屈

尻とも呼び筋肉質に関連）についてのDNAマ

ーカーが、第 2染色体上にあることを見つけ

たという報告がNatureGeneticsに出た。今

後、この分野の研究が活発化することが予想

される。
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サイレージ乾物率の定量方法の比較

A Comparison of Methods to Determine Dry Matter in Silages 
HELENE V. PETIT et al. 
J. Dairy Sci., 80, 558-562, 1997 

サイレージのような発酵飼料の

乾物率を、単なる加熱乾燥によっ

て測定すると、揮発性の物質も水

分と見なされてしまうため、それ

から得られた乾物摂取址、飼料効

率および消化率に狂いが生ずる。

そこてサイレージの乾物半測定法

として、 トルエン蒸留法、ガスク

ロマトグラフ法、カーJレフィッシ

ャー滴定法および65℃加熱乾燥法

を比較検討した。

酪漿家から収集した90のサイレ

ージについて、前述の 4つの方法

によって乾物率を求めた。その結

果、 トルエン蒸留法とガスクロマ

トグラフ法によった乾物率の値は、

はとんど変わらなかった。カー）レ

フィッシャー法は他の方法に比べ

て高めにてる傾向があったが、ガ

スクロマトグラフ法と非常に高い

相関を持っていた。反対に加熱乾

燥法は、他法と比べて低めにてる

傾向があったが、 その差は僅かく

あった。以上の結果より、卜叫

ン蒸留法またはガスクロマトク”

フ法がベストな方法てあるが、『

者は毒性の強いトルエンを使い

後者は高価な機材を必要とすふ

したがって通常のラボ分析に1ふ

迅速にしかも安価な機材て瀧1J忠

きるカールフィッシャー法が有[

てある。また加熱乾燥法によるi

合ても、 65℃て3日間加熱乾樹

る方法ならば良好な結果が得ら！

る。

（草地試験場 河本英9
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中島 靖之（なかじま やすゆき）
農林水産省家畜衛生試験場（談話会事務局）

エンドトキシンの名が世に出て100年余り、

その尖態がグラム陰性細菌に共通て、毒索と

いう名と裏腹に生体を操って様々のメディエ

ーターを放出させる生物反応修飾物質てあり、

反応のt役のサイトカインなどメディエータ

ーの構造と機能なども次々と解ってきた。獣

医学領域ても慢性グラム陰性菌感染症のまん

延、生産病て‘‘の飼料給与法を介したエンドト

キシンの関与、医薬品のエンドトキシン混入

による医原病などが問題となってきて、動物

のエンドトキシンに1対する情報交換の談話会

が年1回開催されている。中身は最新の研究成

果を勉強する特別講演と動物の問題を扱う一

般講演て、 とくにエンドトキシンにこだわら

ず周辺領域の類似病態や発症機序などの話も

あり、全国の臨床獣医師、ワクチン・製薬会

社、大学や研究機関からの参加がある。第5

回 (1997年11月15「]東大）ての話を中心に紹

介させていただく。

「グラム陰性細菌による敗血症と化学療法ー

内毒素を中心として」釆松真理（動薬検）

抗生物質は化学僚法の甚本だが、種類や投

与法によっては殺菌による毒索放出の結果、

逆に感染症を悪化させてしまう 。抗生物質は

細菌のペニシリン結合タンパク (PBP)への

親和性によって作用が異なり、カルバパォ、ム

系Imipenem(PBP-2に親和性）、 Meropenem

(2>3)、セファロスポリン系Ceftazidime 

(PBP-3)の順に内毒索放出屈も少なくな

る。グラム陰性敗血症マウスの化学釈法実験

ては、救命効果は内澁索低放出性抗生物質て‘

高く、致死9枠は抗生物質の殺菌効果てはなく、

放出内毒索鼠とこれに誘導される腫瘍壊死因

+ (TNF)、インターロイキン (IL-)6の旦に
相関する傾向にあった。さらに、グルココル

チコイドによる適切な抗炎症療法て｀延命効果

があった。グラム陰性敗血症の化学療法戦略

21 
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としてエンドトキシンに誘尊される炎症を抑

制する亜要性が示唆された。

「シパヤギの視床下部神経活動におよぽすエ

ンドトキシン投与の影響」竹内ゆかり（東大

大学院農獣医動物行動）

反協動物の病態行動を視床F部ー下垂体ー性

腺軸の面からエンドトキシン血症モデルて解

析している。 LPS投与後の縮瞳、震え、毛づ

くろい、摂食や反籾の抑制など定型的な病態

行動は、臼血球滅少症やACTH、コルチソミ

ル、グルコース、遊離脂肪酸や直腸温の 2相

性上昇など一連の病態牛理学的な変化と関連

した。エンドトキシン血症時に視床下部

GnRHバルスジェォ、レーター活動間隔の有意

な延長がみられ、 LHのバルス状分泌様式と

同調ていたことから、末梢LPSは視床ド部神

経活動の抑制を介して下垂体からのLH分泌

を抑制することが示された。視床下部の免疫

組織化学て‘ストレスに閾連するCRH、アルギ

ニンバゾプレッシンとオキシトシンの変動が

ぷ唆された。

「ホルスタイン牛における発情前期のLPS

投与が卵巣機能に及ぽす影響」鈴木千恵はか

（家畜衛試）

正常な発情周期のウシの卵巣機能にエンド

トキシンが及ばす影響を、プロスタグランジ

ン投与て発情前期状態としたホルスタイン牛

にLPSを静脈内接種して調べた。 LPSによっ

て排卵まての日数が遅延し、血中エストラジ

オールー17/3 (E2)濃度の低下、プロジェステ

ロン濃度の増加傾向があった。また、 LHのパ

ルス状分泌パターンの頻度が有意に滅少し、

LHサージが遅延する傾向にあった。

「グラム陰性棒菌感染性乳房炎と全身性炎症

反応」大塚浩通はか（酪混大獣医内科）

牛の敗血症性疾病とくにグラム陰性枠菌感

染性乳房炎ては、加療するか否かの初診時判

22 

断が経済性の面から極めて屯要てある。ヒ

ては敗血症に全身性炎症反応症候群 (SIRS

の簡易診浙基準が提唱されている。ウシヘし

応用のため本症の初診時臨床病理学的パぅ

ーターを死亡廃用群と加療1111復群間て比較L

たところ、臨床所見、血清TNFとIL-1/3、f.

中エンドトキシン濃度について群間の差が“

められた。死亡廃用群の初診時所見から、 A

体温38℃以下か40℃以上、 B)心拍数90/分r
上、 C)呼吸数30/分以上、 PaC02く40torr

D) WBC12, 000/μQ以上か4,000/μQ以下

または10%以上の幼若末梢白血球、 D)血小h

数15X10ツ0以下のうち2項目以上を充が

条件を、ウシSIRS簡易診断甚準として考訊

し‘
゜
「ウシ乳腺細胞培養でのサイトカイン産生」

岡田洋之（酪塁大獣医病理）

泌乳生理と乳房炎の病理を解明するため、

分娩後1週のウシから採材し凍結保存したt
腺上皮細胞の初代培養てのサイトカイン産ド

様式を検討した。 LPS未剌激ては上清中にIL

-1、lL-6様活性が検出され、 TNF活性はみ；

れなかった。 RT-PCRにより乳腺上皮にお：’

るサイトカインmRNAの発現を調べたい

ろ、 IL-laとf3、IL-6、IL-10、TNFaとG'.I!

-CSFの遺伝子発現が検出された。乳腺上伎

のLPS剌激により、これらサイトカインv

産生様式に変動がみられた。乳腺 i--.皮にお,'

るサイトカイン産生が泌乳牛理だけてな〈』

特異的生体防御の早期の因{-/::. しても働く r、

能性が示唆された。

なお、第 6[P]は1998年11月14U (」:)東大

ベテリナリーメディカルセンターての開催を

予定している。参考にこれまての演題をリス

トしておきます。

雀発技術 1998年2月！



第1回

エンドトキシンとその生物活性

松浦某博（自治医大）

合成基質法によるエンドトキシンの測定と問

題点 田中菫則（生化学工業）

比濁時間分析法によるエンドトキシン測定と

問題点 七谷止和（和光純薬）

第2回

エンドトキシンによるヒトの病態

稲田捷也（宕手医大）

豚Actinobacilluspleuropneumoniae (Ap) 

感染症ワクチン中に含有される内毒索につい

て 高橋欣也（日生研）

豚に対する内毒索の作用について

乗松兵理（動薬検）

内因性エンドトキシンと牛の病態

元井殴{-(家衛試）

第3回

内誨索糖鎖部分の化学構造とその生理学的意

義 川原一芳（北里研）

成牛におけるLPS投与後のTNF濃度と血液

凝固系の変化 大塚浩通ら（酪農大）

犬子宮蓄膿症における血中エンドトキシン濃

度の測定およびエンドトキシンショックに対

する新しい薬物根法 岡野昇三（北里大）

f豚と子牛のエンドトキシン静注に伴う好中

球化学発光能の変動 高橋秀之（家衛試）

Bordetella bronchiseptica LPSの生物活性

とlipidA部分の化学組成について

扇谷年昭（微研）

第4回

ヒト敗血症の現状と問題点ーSIRS(全身性炎

症反応症候群） とMOF(多臓器イ沼全）

平澤博之（千葉大医）

エンドトキシンを除去したActinobacillus

pleuropneumoniaeヘモリジンの調製とワク

チンヘの応用について芳賀嘉久（日本全薬）

マウス免疫系に対するLPSの影憫

荻窪恭明ら（動薬検）

f豚エンドトキシン血症の病変

中島靖之（家衛試）

牛の実験的エンドトキセミアにおける肺病変

占野知男ら（酪農大）
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1. SPF豚生産の現状

1)我が国における畜産目的SPF豚の定義

SPF豚とは、豚の生産性に大きく彩押する

特定の病原楳iを持たない豚のことて、 R木... 

は、①マイコフ゜ラズマ性肺炎、②豚赤痢、 3
豚萎縮性瓜炎、④トキソプラズマ病、⑤ォー

エスキー病の 5つの疾病を持たない豚のこ（

をいいます。

2) SPF豚の有利性と普及

畜産u的のSPF豚の実用化は昭和43年1:
間始され、昭和44年には U本SPF豚協会がり

立されました。 H本における畜産日的のSPF

豚誕生から今年て30年になります。 SPF豚：；

今てこそ、新しい養豚の切り札的{i-在となり

今後の養豚生産の主流となりつつありますが

事業が開始された％初はSPF豚への正しい

理解や認識がないため、一部の震家への普汲

にとどまりました。

しかし、定められた衛牛管理を実施すれば

農場の衛生状態は一定に保たれ、生産性・収

益性が飛躍的に向上するということがUコミ

等て他の農家にも伝わり、 SPF豚の飼養躙

は徐々に増えてきました。

SPF豚が広く曹及し始める契機となっt:

のは、袋豚経営の規模拡大と集約化が進捗L.

大規模—ー買生産の経営形態が多くなり、 t雑

疾病対策が大きな問題となってきたことてす

養豚経常に大きな影響を与える疾病をもとも

と持たないSPF豚に対する関心が改めて篇

まり、規模拡大の什力な武器として兄直され

るようになりました。

また、近年の消費者ニーズ、特に「安全」

・「健康」 ・「芙味」志向の高まりの中て、杭

生物質の使用を最小限におさえた「安全な屈

肉」、「美味しい豚肉」としてもクローズア｀）

プされるようになってきています。

畜産技術 1998年2月9



養豚農家にとっては「生産性の向い、消四

者にとっては、「安令・美味な豚肉」 と、 SPF

豚は今後の国内産豚肉を考える上て‘欠くこと

のてきない{f在となっています。

3)国内におけるSPF豚生産の現状

H本SPFll剥協会ては、 SPF豚の将及拡大に

ともない、 SPF豚震場の認定制度の制定をす

すめてきましたが、 ヤ成5年 3月に「SPF豚

農場認定規則」を決定、 SPF豚震場認定委員

会が結成されました。'¥成 6年 8月に第 1回

の認．定委員会が開催され、 SPF豚煤場認定制

度がスタートしました。

協会には、現在 7つのSPF豚生産ヒ°ラミッ

ドがあります。それぞれの牛産ヒ°ラミッドの

概要は表 1のとおりてすが、平成 9年 9月末

現在、嚢場数て113震場、母豚数て47,482頭と

なっており、認定牒場の数および母豚頭数は

年々増えてきています。

国内におけるSPF豚の総飼投頭数は、日本

SPF豚協会の調べによると、農場数て‘、388牒

場、丹豚数て・107,965頭となっており、国内の

総冊豚数が約947,662頭 (H9 . 8 . 1、旋豚経

営安定推進会議）てあることからすると、約

11.4%をしめていることになります。したが

って、 SPF肉豚の生産頭数は、約200万頭程度

(H 8年度全国肉豚出荷頭数16,770,591頭、

食肉流通統計） と推測されます。

と全農におけるSPF豚への
取り組み

1) SPF豚生産事業への参入

令製のSPF豚は、「ハイコープSPF豚」とい

い、閉鎖群育種による系統造成という手法に

より作出された遺伝的に斉一て、産肉能力、

繁殖能力に優れた種豚群をSPF化したもの

て‘す。

豚の系統造成は、国及び県が中心となり昭

和45年から始まり、最初の系統豚が完成した

のが、昭和53年てす。民間としては全農が唯

ー取り組みをすすめ、完成系統の維持だけて‘

なく、昭和56年には、独自の系統造成にも行

手しました。 そしてこれらの系統造成された

種豚だけを使った肉豚牛産体制を確立し、牛

産された肉豚を「ハイコープ豚」と命名、こ

の肉豚生産方式を普及推進させるいわゆる

「ハイコープ豚事業」を昭和58年から開始し

ました。

ところが、近年の養豚生産を取り巻く情勢

は、環境問題の発生や後継者不足の問題に加

え、オーエスキー病をはじめとする養豚経営

に重大な影響を与える疾病の蔓延により、養

豚農家の激滅が続いています。このような情

勢のもとて清浄な種豚への需要が高まり、

SPF豚が一躍注目を浴びるようになりまし

表 1 日本SPF豚協会における生産ピラミッド別認定農場数と飼養母豚数の推移

（日本SPF豚協会）

年 度 1995 1996 1997 

生産ピラミッド 農場数 飼養母豚数 農場数 飼養母豚数 農場数 飼養母豚数

シムコ 44(3) 18,349 42(2) 19,702 45(3) 21,167 
- - --

住友飼料畜産 35(3) 18、260 36(2) 18,825 37(2) 17、054
—--—- ---t-― 

全農 13(7) 3,100 20 (6) 4,604 26(7) 7、742

日本農産工業 2 (I) 1,074 2 (I) 1,090 2(I) I, 105 

ホクレン (I) 3 (I) 419 3 (I) 414 

合計 94 (15) 40,783 I 03(I 2) 44,640 113(14) 47,482 

（ ）内はGGP及びGP農場
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た。全農てはこのSPF豚への面要に対応する

ため、平成 3年10月、東u本原種豚場を新た
にSPF原種豚場としてスタートさせ、本格的

にハイコープSPF豚事業に行手しました。

平成 4年にはハイコープSPF-Fi生産展場

第一号として長野経済連のSPF種豚センタ

ーが稼働を開始、その後平成 5年には、秋田

経済連、愛媛経済連の各F1生産農場が整備さ

れ稼働を開始、現在にいたっています。

2)ハイコープSPF豚生産体制の現状

ハイコープSPF豚の生産体系は図 1の通

りてす`が、平成 9年12月現在ては、コマシャ

ル生産蓑豚煤＇求て約 40戸、母豚規校て‘約

14,000頭、肉豚出荷頭数規校て‘約330,000頭と

なっています。

長野、愛媛、秋田の各経済連のE生産農J,e

から供給されるF1種豚は、平成 8年度てテ

7,000頭てすが、平成10年からは大分経済連釘

SPF F1種豚場が稼働を開始する予定て‘、 4

混場がフル稼働になれば、 E種豚の年間供焙

頭数は約10,000頭となり、肉豚の出術頭数し

さらに増えることが期待されています。

ハイコープSPF豚の能力は、繁殖成績、発

育成績ともに良好て、養豚混家にとっては＃

常に飼いやすい豚となっており、さらに1雌

の面ては、上物率が60%をこえ、脂肪の厚；

も適度て` 、 H本の市場のニーズにマッチしt
I 

豚肉となっています。

ハイコープSPF肉豚の販売については、

「安全・安心・新鮮」という基本コンセプト

全農銅料中央研究所
豚繁殖青種研究室

SPF 
全農賣日本1覆属場

造成群

（基礎種厖）
原々 種豚の作出、

i帝王切111lによるSPF化）
維持群(GGP種豚）
原々種豚の系統雑持

増殖群(GP種豚）
F1~ 生産用原種豚(P種豚）の生産
肉豚生産用8種豚の生産
Al用精液の生産

ハイコープSPF
原種豚(P種豚）の供給

Al用精液の供給

SPF 
県連・農協
F1生産種豚場

FWの生産
原種豚(l?-,olの交配によるF1l?-の生産

ハイコープSPF
F1 l?-の供給

A
ー
用
精
液
の
供
給

8
種
豚
の
供
給

SPF 
肉豚生産農家

肉豚一貫生産

ハイコープSPF
肉豚の出荷

SPF専用と畜場

SPF厖肉
「値農優良豚び＊あ」の販売

消費者

（値廉優良厖「びゅあ」）

全農が開発したハイコープSPF舅肉
によるナショナルプランド。ハイコ
ーブSPF種豚を利用し、全農の定め
る爾養管還条件と処理・加工条件お
よび品賃頬格を満たす豚肉のみがプ
ランドとして鯰められます。優れた
肉賃と11かな安全性を●ね饂えた裔
品として注目を纂めています。

図1 ハイコープSPF豚事業体系図
原種麗の青種改良から姶まり、斬鮮で安全なSPF膠
肉を貪卓へ羅けるまで、全農JAグループは一貫した
コンセプトでトータルな養麗事●を震開しています。
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にもとづき、高品質豚肉という商品特性をア

ピールし、農協SPF豚肉「健康優良豚びゅあ」

として、首都圏、近畿圏を中心に販売を行っ

ています。

3) Al用精液の供給

全農て‘‘は、ハイコーフ S゚PF豚の普及にあわ

せ、肉豚生産をより効率的かつ衛生的に行う

技術として、平成 7年度からAI(人工授精）

の普及推進に取り組んて‘｀います。AI利用のメ

リットは、①労働時間の短縮、②交配作業の

簡便化、③受胎率の向上、④産子数の増加等

があげられ、養豚経営の生産コスト削減及び

収益性向上には今や欠かせない技術となって

きています。特に全農の場合は、系統造成に

より作出された遺伝的に優れた種豚群を

SPF化し保有していますのて‘‘、どのような地

域のどのような農場に対しても、優れた資質

を持った雄豚のクリーンなAI用精液を供給

てきる体制となっています。

平成 9年度は東日本地区、西日本地区の全

農SPF-AIセンター 2ヶ所から合計7万ドー

ズのAI用精液の供給を行っています。

4)今後のハイコープSPF豚事業

国内の養豚生産体制を維持・存続させるた

めには、養豚生産碁盤の減少に歯止めをかけ、

再構築をはかる効果的な対応策を講じること

が必要となっています。このため全農ては、

①輸入豚肉に負けない生産販売体制の確立、

②魅力ある産業としての養豚生産の確立を目

指し、今後7年間にハイコープSPF豚による

肉豚100万頭生産体制の整備をすすめていく

計画て‘‘す。この中ては特にハイコーフ S゚PF豚

の能力を最大限に生かした、生産から販売ま

ての一貫したトータルシステムづくりに取り

組むことにしています。

今--·-令一·-ヽ—·- ヽ~今----·---·---、一今----------------------------------令--—今9

り
ー・

今月の表紙

日本のあるNGOがカンボディアて「牛銀行」のプロジェクトを行っている。日本円2万円て‘

成牛 l頭を購入し、牛なし農民に貸しつけて農耕に役立てる。子牛が生まれたら、それを返

すことて銀行と名付けられている。主旨に賛同して、早速、私も牛のオーナーになった。配

布された農民から、お礼の手紙と写真が届いた。牛につられて娘さん参りをする予定はまだ

ない。 （畜産技術協会緒方宗雄）
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国廉協力情親

タイ牧草種子プロジェクト事前調査について
武岡 義武（たけおか よしたけ）

農林水産省家畜改良センター長野牧場

1 • はじめに

タイては、従来のt要煤｝祖物（米、キャッ
サバいも）の国際価格が低迷していることに

加え、社会経済の発展に伴う俗産物（牛乳・

乳製品、牛肉）の消費が飛躍的に拡大してい

ることから（不足分は輸入に依イ:f-)、畜産物の

生産の拡大並びに生産コストの低滅を図る等

のため、我国に本プロジェクトを要請してき

た。

この要請に応えるべく、国際協）J事業団は

1997年 9月1日から 9月12日まて惰者を団長

とする事前調査団を現地に派迫した。

2 . 要請の背景

タイては、第 8次国際経済社会開発計画

(1997-2001)が策定され96年 7月の閣議て

承認された。

今回の第 8次計画の中て、震業は、地方、

農村部の開発に当たって、最も重要な産業と

して位謹付けられている。その言わんとする

ところは、農村部には多数の国民が住み、労

働力や査源の供給源となっているが、依然と

して経済発展から取り残された状況となって

いる。その結果、ますます煤村から都市部に

人工が集中し、農村部の社会や家族の崩壊が

進むとともに、局地的な経済発展は所得の地

方間格差を拡大させている。

28 

このような状況を受けて、第 8次計画名；

牒業牛産構造を改革し震業の牛産性の向J-.t 

図るとともに、アグロインダストリーを批

し、地方裳村の開発を推進することとして1
I 

る。

しかしながら、タイ農業の現状は冒頭I:¥

述べたような国際的な農産物の価格動向へ.

対応は別にしても、先ずは国内の経済の発i

に伴う農産物の漏要の動向に的確に対応しi、

農業構造の転換が最重要課題となっている。

そこて,.、第8次計画に基づく 「塁業開発，→

イドライン」の中て、地方農村の開発の『

となる「畜産振興計画」が策定された。

この「畜産板興計画」の逹成のための手し

として混地を牧草地に転換し、良質牧草加

与することにより、飼旋頭数の増大及び生

性の向上を図ろうとするものてある。 I 

このため、タイ政府はこれら施策の基本t

なる良質牧草種[-の生産 ・流通体制の整備i

びにこれに関わるタイても貧しいとされるi

北タイ煤民の多数の所得向上、農家経営の安

区 分 現 状 目 標

乳牛飼養頭数 284千頭 783千頭

生乳生産量 1 385千ト ン 1,444千ト一―ン-， 
I 

肉 牛 飼養頭数 I 7、322千頭 8,246千頭

重量/I頭 300kg 350kg 

注. I 目標は、 2001年である。

2 「畜産振興計画」の中から、大家畜の一部分を抜粋しt:
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一
定、ひいては地）ii廿］の所得格差の是正を図る

ため、我国に本プロジェクトを要聞してきた

ものてある。

なお、プロジェクトサイトとして f定して

いる東北タイのコンケン地域は、気象条件芥

からみて東南アジアても有数の採種地帯とみ

られ、現在、タイの牧業種子の97%が本地域

て生産されている。

3 . 大家畜への飼料給与の現状

(1) 飼料供給

タイの塁村ては、長い間、田の畦逍、森林

の卜卒、道路脇の野位やイナワラなど農場副

産物により牛や水’卜が飼投されてきた。約

1,200万頭といわれる牛や水牛の中てわずか

0.3%はどが牧卓地て改良された良質の牧草

を食べていると見込まれている。

また、タイの気候は大きく雨~(5-10月）

と乾季 (11-4月）に分けられる。漿家は雨

季には行草を給与することがてきるが、乾季

になると全く草が育たなくなり、イナワラな

ど低質粗飼料に頼らざるを得ない。このよう

な粗飼料の給与状況ては、例えば、搾乳牛の

乳他は 1日当たり 10kg程度と言われている。

また、乾季においては、なおさら劣悪な飼料

給与条件（濃厚飼料多給による弊害もみられ

る）となるため、年間を通じた牛乳の平衡的

な生産は困難と見込まれる。

(2) 飼料開発

大家畜畜産塁家が規模拡大を図り経営を安

定させていくためには、年間を通じて良質飼

聾低コストて安定的に確保することが最も

遁要な課題となっている。

一方、米、キャッサバといった碁幹作物産

業は生産過剰と近隣諸国との競争から低迷し

， ている。 このため、タイ政府は94-96年に米、

キャッサバを転作して新たに 9ガヘクタール

を牧卓地とし、乳牛及び肉牛の生産を拡大す

ることとした。

これを受けて、展業・共同組合省畜産振興

局ては、 1995年より傘下の全国33ヵ所ある家

畜栄淡研究センター及び家畜栄養ステーショ

ンにおいて、イネ科牧平24種、マメ科牧草10

種及び飼料木7種を使った地域適応性試験が

行われている。また、現在、試験的なものも

含めて、イネ科牧r,,.9品種、マメ科牧草 7品

種の種子が増殖され、これらの中には補助事

業等を通じて畜産農家に配布されている。

木プロジェクト実施後はこれら優良草種 ・

品種の選定・普及が一陪加速され、生産性の

向上及び畜産農家の経営の安定化に寄与する

こととなる。

4 . 本プロジェクト実施の意義

0 本プロジェクトは、タイ国の第 8次国家

経済社会開発計画 (1997~2001) において

所得の地方間格差の是正と煤業開発の重要

性に鑑み、我国に対して要請があったもの

てあり、加えて、最近のタイ経済の停滞が

再度農業振興を見直す契機となっている。

0 タイはバンコク等都市部の急激な経済発

展に比較して、特に、東北タイ等農村部は

取り残された形となっておりプロジェクト

サイトてあるコンケン地域の本プロジェク

トに参加する多数の採種煤家の経営 • 生活

改菩（孜困からの脱出）に貢献てきる。

〇 採種展家による良質牧草種子の生産は、

これを使用する酪農家 ・肉牛農家の生産性

の向上に寄与し畜産農家の経営改善はもと

より、乳肉の消費者価格の低下に繋がる。

0 本プロジェクト実施の中枢は、 コンケン

家畜栄養研究センターを飼料作物種子の原

々種 • 原種農場として整備す るものてあり、

同センターにおいて牧草等優良品種の選定
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がされた品種の種(-を採秤はを経岱；する煤

家に付じイtiし、混家がこれを）よ種として採種

することによる俊良が種・品種の;lt{-及・流

辿（検ti)体制の愁備を図ろうとするもの

てある。ちなみに、我1日においては、これ

らの体制格備は既に昭和30年代後・r-から40
年代前・rにかけて実施されたところてある。
0 本フロジェクトの実施により、タイ国内

ての低良牧草品種種 rの流通は無論てある
が、フロ ジェクトサイトてあるコンケン地

域は氣象条件笠からみて東南アジア什・数の

採種地幣てあるとみられることから、 1剖辺

諸1月においても暖地刑牧,'れを中心とした飼

料作物種r-が容易に安く輸人てきることと
なり、その忍恵に浴することがてきる。

プロジェクト・サイト位置図
コンケン：パンコク市から北東450km、航空構で約55分

30 

〇 束北タイ のコンケン地域には、既に、 l

北タイ I農業間発研究センター並びに中部~­

農間発センターなどの我国のフロジェク

が先行しており、これらの機関と家斎t

全般に r[って有機的な述携を保ちながら

フロジェクトが推進てきる。

以卜、本プロジェクト実施の総義につ lヽ：

その概要を述べたが、 •ifiij調介令般を通じ：

感じたことは、タイの日竹幹部から現地の

任者にfるまて‘本プロジェクトの屯要性を

識し、その実現に向けて極めて村（極的な取

をみせたことてある。
I 

なお、農業・共同組合省畜廂賑躾），，i家齢

投部に、イti野技官（現畜産局JI給飼料諜謀

補佐）が本年10月まて3年間派造され、良

牧卓類ヽ許及のための各種施策への企画 ・指

並びに令国に所在する家畜栄旋研究センター

において実施されている牧伊．類の地域適応

試験宵に輝かしい足跡を残されたことが、 i

イ側からの本プロジェクトに対する強い要

と無緑てないことを、特に付記しておきか

箪者においてもタイの人・家畜俗産の現

(LI本の30年代後半の様相か）、並びに伽l科

物俊艮品種種 fの増殖 ・ 普•及の重要性から

案した場合、彼らの梢極的な取組が I・分現

てきるところて‘‘ある。

祈産技術 1998年 2~
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山梨県

開かれた畜産の
展開に向けて

相川 忠仁（あいかわ ただひと）
山梨県農政部畜産

グラピアB頁

•一

山梨県は、北束部に秩父山塊、西部に南ア

ルプスの3,000m級の山々が連なり、南部に這

峠富士、北部には八ヶ岳、茅ケ岳がそびえる

など、甲府盆地を中心として四方が山に囲ま

れ、緑豊かな自然に恵まれた環境にあります。

このような立地条件を背穀として、畜産は本

県農業の甚幹部門として発展しました。現在、

八ヶ岳南麓を含む北巨摩地域に県内の肉用牛

と乳用牛のそれぞれ 3割が、富士西麓地域に

乳用牛の 5割と肉用牛の 3割が飼養されてお

り、これらの地域が本県での 2大畜産地帯と

なっています。

このうち八ヶ岳南麓の高冷地（標高900m以

上）は、第 2次槻界大戦の食糧危機に対処し

て開拓された新しい農業地帯て‘す。ここては、

H本占来の米作りを中心とする耕種農業が存

立することはイく可能て、欧米に見る牧草作り

を主体とした家岳を飼養する畜産を柱とした

新しい型の混業が形作られてきました。この

地域のt地気象条件は、降雨乱が少なく、夏

ても気温が低く、高原特有の爽やかさを保有

している l-.、広大てなだらかな裾野に、緑豊

かな草地が広がり、そこにはたわむれる牛の

群があって、これを近景として、中閑、遠景

に数々の峻峠を咆む雄大てすばらしい穀観を

保有しています。

このような草地畜産を基盤とする農業が、

都市生活者にロマンを与え、自然への憧れ、

ふれあい、憩いの場として注目され、特に東

京から 2-3時間の距離の場所にあることか

ら、近年、この地をリゾートの場所として訪

れる人が年々増加しています。

さて、国際化の進展に伴い、輸入畜産物が

年々増加する中て、 21世紀に向けて畜産の安

定的発展を図るためには、生産コストの低減、

畜産物の邸品質化等は永遠の課題てあり当然

てすが、消費者に近いという利点を活かした
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生産の展開を図ることも大変重要であると息

われます。この場合、消贄者が生産現場を見

たり生産者と語り合うことが究極の方法であ

るわけてすが、そこまていかなくても畜産の

風屎や家畜にふれ、自然の中て‘‘畜r梧物を食す

ることもまた畜産への理解を助け大きな力に

なり得ます。

本県には公共牧場として県吃八ヶ岳牧場を

擁しておりますが、標高1,000mの本場ては県

有^の繁殖雌＇卜を飼投し、県内裳家のニーズに

応じて払いドげを行っており、これより標高

が400mはど高い笑妥闊分場て‘‘は冷涼な気候

を活用して、農家所イi牛の預託放牧を行って

います。八ヶ岳牧場は八ヶ岳南麓の尿観のす

ぱらしい場所にあり、この豊かな ~I 然を背談

とした立地を活かして消費者との交流を促進

するため、天女山分場の一角に、県立まきば

公園を開園しました。

これは、昭和62年に地域代表、学識者笠に

よって構成される「山梨県牧場公園構想策定

検討委員会」を発足し、公園の基本的性格や

公園施設の配置図

エントランスゾーン

32 

機能方について検討を行い、[ri]委員会の怜

をもとに幣備し ·1~成 6年 4月に間1点lの運じ、

なったも のてす。

公園は、エントランス ゾーン、芝牛広揚

ーン、まきば利用ゾーン、ひつじ牧場ソ,_、

野島の森ゾーンの 5つのゾーンを有してい

す。 このうち、エントランスゾーンには、；

わりの111々 を一咆しながら休憩と地）じ店紺

物の購入がてきる「まきぱ広場」、芝生広場

ーンには草地斜面を自然のスタンドとし-・

テージを備え、各種イベントなど多H的なi

川に対応てきる「llll-1広場」、まきぱ利用ソ._

ン・ひつじ牧場ソニーンにはボニー 5頭、り

平30頭、山洋 5頭、ウサギ15羽、モルモッ

20頭、チンチラ 8頭を放し飼いにして、 f'

たちがこれらの動物と直接ふれあうことがく

きる「動物ふれあい広場」「ポニー広場・しf'

じ牧場」があります。 その他 f供たちが郎

に楽しめる「水あそび広場」もあります。:

た、まきぱの館と呼ばれる棟には、実物大；`

乳ffJ牛の親＋のレプリカや岳産関係の最新n

折産技術 1998年2月！
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術を紹介したパネル、牧~,:収穫作業機のミニ

チュアなどの炭ぶがされ、ビデオ lこ映施成も

完備し、研修'.-f:にもなるコミュニティーホー

ルや県産震畜殺物を索材にしたメニューを提

供している「まきばレストラン」があります。

公園は 4 月 20~1 から 11 月 10IIまての175ll 

訓m園しており、 ll川1園最初の平成 6年は26Jj

人が訪れました。翌年の 7年は35Jj人が米園

しましたが、 8年度が24万人、 9年度は21万

と前年をド[Illる結果になっております。この

理由は、公園施設の充実とともにふれあい動

物の種類も増え、家族連れの観光客の滞在す

る時枇1帯が長く通過型から滞在型へと変化し

てきたことがあげられます。このため、駐車

場の1111転率が悪く、利用者が滅少せざるを得

なかったと思われますが、逆に公園内は常時

多数の人々てにぎわいを見せています。 9年

度の来［点I者は、束ぶが27%、神奈川が19%と

向者て約5割を占めており、 日帰りは45%、

宿泊が54%となっています。また、 20-30%

の人が再米園者てしたが多くは初めててした。

なお、 9年8月3Ulにはおかげさまて・・m-1r叫か

ら数えて100万人を突破しました。

予節的には、劣然夏期に米園者が集中し 8

月だけて年間利用の 4割近くになりますが、

この時期にあわせて、毎年、「まきば公園フェ

スティノゞ ル」 と村；したイベントを開催してお

ります。この中ては、 トラクターにのって牧

場内を周遊したり、ロールベールのラッヒ°ン

グやひつじの毛刈の実演、各種ゲームを実施

し、大変なにぎわいを見せています。

今後とも多くの方が快適に利用てきるよう

本年度から 2カ年かけて駐車場の拡張幣備を

行うなど、畜産の拠点としてよりよい環境作

りに努めているところてあり、多数の米園を

お特ちしています。

公園 レストラン

4 / I ~10/31は午

4営業時間 1
前10時～午後8時。

II 
開園時間 1午前9時～午後5時

/ I ~3/31は午

- I I前II時～午色時ー一
原則として月曜日、

休園日 1 
原則として月曜日、 祝日の翌日及び年末

祝日の翌日 1休業日 年始。 7/20~ 8/1 

I 31は休まず営業， 1 

開園期間I4 /20~11/10 
I 

（案内）県立まきば公園

場所：山梨県北「i府郡大泉村西）1: 出8240-1 

TEL.0551-38-0220 

交通： JR小海線甲斐大泉駅又は清里駅から

巾て・・10分（約 5km)、中央l'J動巾逍長坂

ィンターから中て''20分。

一方、まきば公園から有料道路を約15kmは

ど下った八ヶ岳牧場本楊ては、毎年10月に牧

場まつりが間催されています。これは昭和55

年に始まったものて、 もとは八ヶ岳牧場を利

用する生産者によってこじんまりとおこなわ

れていたのて‘｀すが、昭和62年から県及び地Jじ

4町村並びに畜殺関係者が一体となって牧場

まつり実行委員会を糾織し、広大な自然の中

て‘、一般市民との交流により、牧楊や俗産並

びに畜産物に対する理解を深めながら八ヶ岳

南麓地域の活性化に査することを目的に盛大

に開催されています。このなかては、県産銘

柄牛てある甲州ワインビーフのバーベキュー、

畜産物フェア、ステージての各種ゲーム、牧

草地ての各種イベントを実施し、昨年は大候

にも恵まれ 3Jj人の人が集まりました。この

ように自然のもとて草地や家畜とふれあいな

がら、畜産を考えたり畜産物を消費する機会

を提供することは、斎産側からこそてきる消

費者へのアプローチてあり、直接畜産経営の

改普穿に結びつくものてはないにしろ、牧場

を知り、地元の銘柄を知り、家畜にふれあう

ことは、岳産の発展に査するための一つの手

法てあると考えています。

＂月
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カチオン・アニオンバランス
久米新一（くめ しんいち）

農林水産省北海道農業試験場

カチオン・アニオンバランスは、乳牛の暑

熱対策と乳熱（低カルシウム血症）予防のた

めに考えられた栄養の新概念てあり、わが国

ては主に乳熱予防に利用されている。英語の

cation-anion balanceを略したCAB、あるい

はイオンバランス、 CAD、DCABなどもほば

同意語て使われている。

ミネラルは家畜の細胞内外て‘、さまざまな濃

度差を有し、その濃度差を利用して情報伝達、

物質輸送、酸塩碁平衡、浸透圧などの重要な

生体調節機能を果たしている。カチオン・ア

ニオンバランスの概念の基本は、このような

ミネラルの機能に着目し、飼料中のミネラル

が有する電位差を乳熱予防に利用したことと

いえる。

閣イオンとしてカリウム (K)、ナトリウム

(Na)、カルシウム (Ca)、マグネシウム

(Mg)、陰イオンとしてイオウ (s)、塩索

(Cl)、 リン (p)などを想定し、これらを利

用したカチオン・アニオンバランスの式が多

数作られている。現在ても種々の改善された

式が提案されているが、一般に ((Na+K)-

(S +Cl)) をミリ当量て‘示した式に基づい

て、飼料中のカチオン ・アニオンバランスを

マイナス (-50~-lOOmg当量/kg程度）にす

ることが推奨されている。

実際に、カチオン ・アニオンバランスに基

づく給与法て‘‘乳熱予防に効果が示されたこと

から、この方法がわが国て‘、も普及し始めてい

る。飼料中のイオンバランスをマイナスにす

るために SやClを添加した飼料の開発や、分

34 

娩前のカルシウム給与量を要求量の 3倍以上

増やすなど、カチオン・アニオンバランス[

概念に従った給与法が実施されている。

しかし、・カチオン・アニオンバランス広

る給与法の問題点も指摘されている。第一I:

高泌乳牛の分娩前後の栄養管理て重要なこり

は分娩後の乾物摂取量を急増させ、エネルキ

ーがマイナスになる時期を少なくすること〈

あるが、アニオン化した飼料を給与すると月

好性が悪いために分娩前の乾物摂取量が減少

し、分娩後の乾物摂取量の増加に支障をきt

すことてある。また、アニオン化した飼料を

給与すると母牛だけてはなく、生まれてきt

子牛もアシドーシスになる問題も生じてげ

このような問題点を改善するために、カチ

オン—アニオンバランスを組み入れた種々〇

給与法が考えられている。現状ては、乳慈子

防のために効果的な分娩前の給与法は、 1)

アニオン化した飼料の給与は最小限にし、分

娩前の乾物摂取量を増やす、 2) カリウム含
I 

量の少ない牧草を利用する、 3) カルシウム

は要求量を満たすように給与する、 4)良賃

粗飼料を給与して骨の代謝と関係する脂溶仕

ビタミンの適切な補給と、適度な運動と廿虎

浴により骨の代謝を円滑にする、 5)分挽籠

後にカルシウムを大量給与して、渋乳開始t:

よるカルシウムの損失を最小限に抑えるこt

てある。

畜産技術 1998年2月号
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工 一
海外統計
,_冒

中国：最近の農業政策は

改革からの撤退か

;,., 

中国の指導者は中央計画経済を

社会主義市場経済に転換させつつ

ある。農業経済ては、 rti場や市場

印Jがますます頂要性を増してき

たが、政府は1994年以来、いくつ

かの品f)について政府の役割を強

化している。殺物生産の忍増をも

たらしたこの政策変更はインフレ

の硲まりや自給'flの低ド、投物l-Jて

産面積の減少に対する懇念に呼応

したものとなって いる。中国政府

¥ 
は現在、穀物rti場の運営を制限し

ており、その政策ては、 ~I 給；半、

' 
l、 投物経済のコントロール、都市部

の食糧安全に、熊点が‘りてられてい
I 
:J. る 農業への介人を培大させる昔

⑰ の政策への回帰て、少なくとも短

期的には国際市場てあまり殺物を

ーヽ
＇
L
併

含

Hい付けることはなくなるとみら

れる。

骰物に関しては、中国は世界蔽

大の生廂国てあるとともにi肖伐国

となっており、その結果として中

国における'Ji給状況の変化はltt界

のトウモロコシ、小麦、大麦、油

糧種十、コメの市場に顕苫な影

を及ぱしている。

1996年に 1止界のトウモロコシ価

格が品謄した時に中国の生産地域

は国際市場から利益を得るために

トウモロコシの輸出を望んだ。し

かしながら、北京の中央政府はト

ウモロコシの輸出を梵止し、穀物

の安全保障屈を確保するため、満

州の殺倉から中部や南部にある飼

料不屁地域への出荷を促進した。

中国は現在、オffのトウモロコシ

を輸出しているが、大半の市場て

その販売機会を放棄している。

政府は現在、地方市場と同様、

穀物の卸売rli場全般をコントロー

ルしているが、国家買易企業

(COFCO) を通じて絵物の鮪出

入を制限し続けており、在庫につ

いては、国家行政府を通じて国家

保イi穀物在J,}(の強化を行っている。

中国が殺物生産を、な増させる政

策転換に成功した暁には、世界の

穀物孟給逼迫は短期的には幾分緩

和されるとみられるが、 10年単位

て見た場合には人口の増加や穀物

需要の増大により孟要増は生）荏増

を上阿ることから、 2005年には年

間28百万トンの輸入が必要になる

とみられている。

Agricutural Outlook (USDA, 

ERS, March 1997) 

成長が予測される中国の穀物貿易
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1. 平成 8年の農業総産出額は、

10兆2,489億円て、前年に比べ

1.9%滅少した。これは、畜産、

麦類等の産出額は増加したもの

の、米の産出額は前年に比べ減

少したことに加え、野菜、果実

類の産出額も減少したことによ

る。

2. 畜産の産出額は、 2兆5,844億

円て、前年に比べ2.9%増加し

た。また、農業全体に占める畜

産のシェアは25.2%と昨年に引

平成8年の畜産の
産出額（概算）

き続き増加した。

3. 部門別の産出額をみると、

(1) 肉用牛は、生産者価格が国産

牛の需要増からわずかに上昇し

たものの、飼養頭数が前年に引

き続き減少したことから、前年

に比べ4.1%減少し、 4,309億円

となった。

(2) 生乳の産出額は、生産者価格

は前年に比べわずかに低下した

ものの、生産旦がやや増加した

ため、前年に比べ1.0%増加し

部門別産出額

闘置

7,082億円となった。

(3) 豚の産出額は、飼養頭印

少したものの、生産者価格ll_

昇したことから、前年に比べ＾

％増加し、 5,415億円となっ：．

(4) 鶉卵の産出額は、生産位1:I 
年並みてあったものの、生産；

価格が前年に比べかなり上昇

たことから、13.9%増加しば

億円となった。

（単位：億円｀附

肉用牛 乳用牛 豚 賤 総産出額

生乳 鶏卵

平成5年
く4.7〉 (8.0〉 (7.2〉 く5.4) 〈6.6〉 く3.4〉 く100.0〉

4,931 (▲ 10.2) 8、367(▲3.0) 7、472(▲I .4) 5,676(▲ 9.8) 6、883(..a.4.2) 3,590(.f. 3.3) I 04,472(.t.7.'1 

6年
く4.2〉 く7.0〉 く6.3〉 (4.7) く6.I〉 (3.3〉 〈I00.0〉

4,710(▲ 4.5) 7,896(&5.6) 7, 122(▲ 4. 7) 5、360(▲5.6) 6、866(▲0.2) 3,780( 5.3) 113、I03(8.3) 

7年
く4.3〉 く7.6) く6.7) く4.8〉 <6.7〉 〈3.9) くI00,0〉

4,494(.& 4.6) 7,917(0.3) 7,014(.A.1.5) 5,059(&5.6) 7、01I (2. I) 4,096( 8 .4) 104,498(が ，6)

8年（概算）
く4.2〉 く7.8〉 く6.9> く5.3〉 く7.4〉 く4.6) く100.0〉

4,309(▲ 4. I) 8,016(1.3) 7,082(1.0) 5,415(7.0) 7、539(7.5) 4,667(13.9) 102,489(▲ 1.9' 

資料：農林水産省「平成 8年農業総産出額及び生産農業所得（概算）」
注：（ ）は対前年増減率、く ）は総産出額を 100とした場合の構成比。

認、,̀‘ー
農業総産出額の部門別構成比の推移
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会員だより

岡山県畜産技術協会

協会の概要

本協会は、県内の畜産関係者による畜産技

術の向上と会員相圧の連絡強化を H的として、

県の函産振興に寄与するための活動をしてい

ます。

平成 9年度の会員数は、 163名て、職種別に

l は中国四国農政局をはじめ、県機関17カ所の
i 公務員が中心て、その他民間斎産関係18団体

の職員宵て構成されています。

岡山県の畜産業

本県は、温暖な気候と豊かな自然に恵まれ、

古くから米や果実、畜産笠を中心に全国有数

の店業県として発展してきました。

近年の県内広域交通網は、岡山空港、瀬戸

大橋、山楊自動車逍、さらには中国横断逍の

開通と者々と整備が進められてきました。

岡山県塁業はこのような中、中四国のクロ

スボイントとして、さらには、近畿と）し州、

山陰から太平洋を結ぶ拠点として益々発展が

期待されています。

畜産については、まず、酪農は950戸32,900

頭て、優良牛の海外導入や受精卵移植による

牛群改良の促進や低コスト生産、自給飼料率

向Lによる経営安定を図っています。さらに、

平成12年には本県において開催される「第11

回全ll本ホルスタイン共進会」については、

開催に向け関係者一丸となって本格的準備を

進めています。

雌 1牛は1,810戸、 36,000頭て｀、牛肉自由化

に対応した肉質を爪視した改良の促進をはじ

め、応品質な牛肉の安定供給を推進し、また、

「おかやま和牛肉」の銘柄化を積極的に推進

しています。

また、旋豚は85戸、 33,877頭て｀、出荷豚の

半数は阪神地域を中心に県外出術されていま

す。高牛産性をめざして優良な系統造成豚を

活用した肉質向 K対策と、人T授精による低

コスト生産を推進しており、優良種豚の海外

＃人による「おかやま黒豚」の銘柄産地作り

等を推進しています。

採卵鶏は210戸6,000千羽、プロイラーは40

戸2,830千羽て,.、いずれも飼養規模が大規模化

しています。プロイラーについては地域特産

物についての「おかやま地どり」の普及推進

を図っています。（戸数・頭数： H9.2.l) 

畜産振興の基本方針

畜産物の輸入祉増加と価格の低迷、産地間

競争の激化、担い手イ湛足による高齢化の進展

など現在の畜産業は多くの問題を抱えていま

す。一方、狂牛病、病原性大腸菌0-157による

食中毒、台湾における n蹄病の発生など、消

費者の安全性に対する関心はますます嵩まっ

ており、新鮮て安全な畜産物の供給への要請

も一層強くなっています。

このようななか、本県畜産の振興を図るた

め、「岡山県酪震・肉用牛生産近代化計画」に

碁づき、飼料基盤の整備や家斎改良の促進を

はじめ、後継者の養成や価格安定対策の強化

を図るとともに、総合畜産センターや家畜保

健衛生所を中心に新技術の開発、普及に努め

るはか、本県ならてはの畜産物の銘柄化等、

一連の施策を積極的に推進し、国際化に対応

した畜産構造の実現をめざします。

（畜産課 山川まり子）
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地方競馬全国協会

沿 革

地）j競馬令[El協会は地）j j'j治体（キ:ft者と

いいます）が辿営する地方競馬の公正かつ円

滑な実施の推進を図るとともに、馬の改良増

殖その他畜産に狩することを rJ的として昭和

37年8月1「1に改寸された特殊法人てす。 こ

れらのrI 的を逹成するための • 11 協会の財源は

100°/o地方妓馬の必得金により賄われていま

す。具1本的には、岳産賑奥のための 1サ及び

競馬の公11:化のための 2号交付金を、 じ催者

が行う競馬の必得令から省令に碁づく割合て‘‘

交付していただき↑；業を行っています。

港区にある本部には役職員が159名、栃木県

塩原町にある地方競馬の騎手・調教師の旋成

や研修並びに4:催者職員の）i々 の研條笠を行

う地方競馬教旋センターには職員47名が在職

しています。全国25のじ催者が各地 (30競馬

場）て開催する競馬の際には、東成本部から

•¥ 門職員をその都度派追し、競馬の公正かつ
円滑な実施を図っています。

畜産振興補助事業について

Iヽ]協会が行う畜産賑興補助事業は、 [1択lや地

方公共団体の畜廂振興方針に即して、畜廂振

興諸施策をド］滑化し、打しくは補完し又は先

駆的役割を果たすことを H的として煤協や畜

産関係団体が行う畜産飯興のための事業に係

る経費について補助しております。補助の内

容は、国補の対象となっていない①種馬の登

録その他馬の改良増殖に沢するための4t:業
（種雄馬の＃入、農用種雌馬の導人、イ恨詑I:

産奨励宵）、②畜産の経常又は技術の指祁に係

る事業（畜産経営技術指祁業務や畜産将及啓

発笠の推進笠業務、針産共進会 ~"'I;将及焚

官）、③家斎及び家きんの飼袋改仰その他斎

経常の合理化に沢するための ·J•;業（酪農及L

肉Jf)1生産対策に係る公共牧場関係↑汲業、 〖

糾舒I-:に関する防疫 ~i ;業内）、 .if家畜、畜産

の流通の合理化に沢するための 'It業（家斎

場や食肉処理施設布の補完的・Jt菜）、⑤ その、

俗光の1辰典に費するための~~梨（畜r党の新n
術開発や将及＾・りによる 1り業守） を補助方針：
しています。[klみにこれまての補助実紐9ふ

昭和37年度から111=年度まての35年間に延べ,1
)j団体、 4 Ji 2 T件、 1 T-1 rff. 印円強とい・

状況て‘‘す。なお、低迷する経済情勢等を背旦

として、昨今の地）j競馬は業紐イ湘振に陥り、

ここ数年は f・刃的に苦しい補助 ·J•;業を強い．」

れております。畜雌振典：1.: 業実施の各団体，：

混乱＾、りが牛じないよう関係諸機閲にこ協力を

お顧いしているところてすが、これまての

協会の補助北業に対する姿勢や歴史に恥じt,

い振躾対策を推進して参りたいと考えており

ます。

ともあれ、品近ては多種多様な勝馬投印

の発必により中沖競馬（大分県）て競馬史上

品品の超万馬券 (72Ji9TPDが飛び出し!:

り、 JRA阪神競馬場て行われた批界各国の4
流騎手を集めた国際レースて笠松競馬（岐B

県）所屈騎手が常々の総合俊勝を遂べ点赳し

た騎釆技術を披ii~ した快挙、ホッカイドウ 、．

馬のが用競馬場として門別競馬場が11月料

完成し12月8Hからオープンしたこと、話t

を集める人レースの馬券が各地の競馬場てJl

外発売されファンの皆様に楽しんていただし

ていること宵々明るい話題やレジャーの｛砂、

者としての様々な努力が地方競馬発展の起

剤になることを関係行一fall領っているとこ；，

てす。皆様のより一附のこ、｀理解とこ‘‘支援をお

願いいたします。 （畜産振興部 津川禾11両
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‘ 牛の足元を支える技術を競う
ー第40回牛削蹄競技大会の開催一
森 達也（もり たつや）牡日本装蹄師会・装蹄教育センター

農林水産祭参加 第40ful令国牛削蹄競技大

会は、 10月20日に栃木県西那須野町のホウラ

イ株式会社千本松牧場を舞台に開催され、300

人の観覧者を得て、 22名の選手による競技と、

付帯行事としてフランスから招聘した講師に

よる牛削蹄特別浙技を行いました。

また、翌21日には本会の装蹄教育センター

（宇都宮）および市内ホテルて、海外技術特

別講演と褒伐授与式を行いました。

牛の運動が制限される飼簑形態の下ては、

蹄は必然的に伸びすぎて、 それが各種の運動

器障害、引いては生産性の低下や廃用の原因

となっています。そこて、伸びた蹄を削り、

牛にとって快適な蹄の形状に整え、護蹄衛牛

面から生産性の向上と損耗防止に寄与する技

術者が「牛削蹄師」てあり、技術者の宿命と

して、畜主から常に高い技術を求められてい

ます。

I 
このため本会ては、牛削蹄技術の伝習と向

Lを図る H的て、昭和33年から、毎秋10月第

3週の週始めに全国各地から選出された技術

者を集め、全国牛削蹄競技大会を開催してい

出す。

競技は、「牛削蹄判断競技」と「牛削蹄競技」

の2種目て、各々種目別優勝者を決めるとと

Iもに、「牛削蹄判断競技」の席次て上位半分の
者のうち、「牛削蹄競技」の最高得点を挙げた

者に総合優勝者として農林水産大臣伐が、総

合2位の者に畜産局長代が授与されます。今

大会ては北海道の真鍋弘行氏が、種且別、総

合の完全優勝を果たしました。また、斎産局

長代は秋田県の藤元松朗氏てした。

競技の中身に触れますと、「牛削蹄判断競

技」は、競技供用牛 2頭について、各々30分

以内にその駐t姿勢、歩様、蹄の状態を観察

し、その牛にと って最も適した削蹄方針を記

述lr:.11答して、削蹄判断能力を競います。 また、

「牛削蹄競技」は、各選手が単独保定法によ

り各々 1頭の牛を40分以内に実際に削蹄して

その出来映えを競います。なお、単独保定法

による削蹄は、牛削蹄師自ら牛の肢を挙げて

施術するわが国の伝統技術て、削蹄に伴うス

トレスの少ない「牛にやさしい削蹄法」てあ

ることから、牛削蹄の碁本技術として定若し

ており、「牛削蹄競技」に採用している所以て‘

す。

一方、諸外国て普及している枠場保定法に

よる削蹄にも、牛削蹄師の危険防止や労力の

軽減官の面て利点があるのて｀、近年の牛飼養

形態の変化、規模の大型化等を考慮して、付

帯行事の外国講師による特別演技等を通じて

内外技術の粋を集め、わが国の飼投現場に最

も適した削蹄技術の構築に努めています。

競技会場のT-本松牧場は、那須野が原ても

有名な観光牧場て、消秋の好天に恵まれ

笈者には日ごろ岳産に馴染みのない観：

多く、畜産経営の苦労に対する理解を深

その裏方の牛削蹄師の存在を知ってもら

き機会となりました。
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錯 覚 ヽ
先日、風邪気味て•,いつもより遅く出勤しょ てきない様子。

うと玄関先に出たとたん電話がかかってきた。 「じゃ郵送しますのて‘‘職場にしましょうか、

郵便局からてある。子供名義の簡易保険加入 それとも自宅に？」

をしようとしていた手続きの件てあった。

「もしもし、お宅のおチさんの保険の件て‘‘す

が、まだ未成年なのて親御さんのこ｀‘了解を項

いているということが必要て‘して、そのため

の承認印を項きたいんて‘すが…。」

「わかりました、どうすればよろしいのてし

ょうか？ そちらに伺うんてすか？」

「いえ、こちらから必要書類を持ってお伺い

しますのて都合のいいときにお邪魔したいの

てすが」

「それじゃ、今、家内が出かけてますのて＼

「お宅どちらから電話を？」

「郵便局て‘‘す」

「だから、どこの郵便局？」

「00市の郵便局てすが」とあたかも当然と

いった風。

「それじゃ、自宅に来ていただけばよろしい

んじゃないてすか、家内がいる時に…」

何とも朝からすっきりしないやりとりて｀ぁ

った。

てもまてよ、 とようやく怒りが収まったあ

とて‘冷静に考えてみる。我々の畜産行政、あ

あとてもう一度電話して確認して都合のいい るいは研究業務についても、多かれ少なかれ

時を決めて下さい」

電車の時間に遅れそうになっている私は時

間が気になって仕方がない。

「いえ、てきればこ·•主人の了解を項きたいの

て｀、ご主人の都合をお聞きしたいのてすが」

「私ということてあれぱ夜遅くか出勤前の ていやしないだろうか？ いや、まさに公務 I
朝早くかになりますが…」 員全体がこのような身勝手な考えにどっぷり

「いや、うちの勤務時間は 8時半から 5時ま 浸かってしまっていることに対する一般国艮

ててして…」 の怒りが、今回の行政改革の大きなエネルキ

時間がなくなりそうて‘、いらいらしていた私 ーとなっているのだと、真摯に受け止めるべ

は、この一言て‘、とうとう堪忍袋の緒が切れて きてあろう。

しまう。

るんだ！」

先方、当方の怒りがなぜなのか一向に理解

こんなことになっていやしないだろうか？

農家、消費者をはじめとする我々の業務の

相手先の身になって仕事をしているんだろう

か？ 自分の都合や勤務時間に合わせて世界

が回っていると錯覚し、独り合点の仕事をし

私の郵便局員への怒りは、まさに我々公務

「ばかやろー！ そちらの都合に合わせて 員全体に向けられている怒りそのものてあっ

仕事するわけにはいくか！ そんなことだか たのだ、 と思い至った時、一陣の冷たい木枯

ら民営化だ、エージェンシー化だとたたかれ らしが吹き抜けていった。

（畜多苦）

ー
―
_
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こ印竺竺
~ 杞
こ東の横綱 l 「秋田比内地鶏」

秋田県の北部、大館・ 比内地方

を原産地とする天然記念物「比内

賎」は、地域固有の特産鵠として

独特の風味と野生のみずみずしさ

を保持してきた。

この原種鵠を素材として県の畜

産試験場において種鵠群の選抜を

実苑し、雄系に「比内鶏」、雌系に

ロードアイランドレッド種系を用

いた一代雑種を「比内地鶏」とし

て作出し、昭和50年代から大量に

食用に供することができるように

なった。

63年に設立された県比内地鶉生

産振興協議会が中心となって、「比

内地錢」の生産振興と消費拡大に

努めており、平成 2年からは比内

地鶉の試食懇談会が開催されてい

る。今年も秋田市で第 8回目が開

催され、外食産業や旅館業界、消

費者等各界から多数の参加者があ

り、にぎやかな懇談の中で情報交

換が行われ、消費拡大のため一層

努力する決意を新たにした。

（畜産課石塚条次）

叫
v牛受精卵移植で` ＇四つ子＂誕生

平成 8年8月、大宇陀町の 1酪

農家で黒毛和種の四つ子が誕生し

ました。当畜産試験場の和牛から

輝した新鮮受精卵 2個を乳牛に

移植 (2卵移植）を行ったところ、

ー 全国的にも非常に珍しい四つ子

（すべてJ"')が生まれました。

母牛はホルスタイン種の 3産目

で大型牛であることから流産する

ことな〈子牛の生時体重も 18~20

kgと小さいことから比較的安産で

した。

非常に珍しい事例のため、親子

判定の検査を依頼したところ、 4 

頭の子牛は親子に間違いなく 2個

の受精卵のうち、 3頭が一卵性で

あるとの回答を得ました。

生後 2カ月令で当場で購入し、

肥育試験のため繋養中であるが平

成 9年12月3日現在の体重は433

~472kgと順調に発育しており、平

成11年 2月の出荷時の肉質格付け

を楽しみにしています。

（畜産試験場坂江一久）

~ 
〇土地利用型畜産の振興一熊本型

放牧の推進

熊本県では、阿蘇地域を中心に

恵まれた草資源を活用した肉用牛

の放牧が行われてきましたが、近

年低コストで省力的である放牧に

対する関心の高まりとともに、新

しい取り組みと技術の向上が進ん

できており、下記 3つの柱による

放牧の推進を図っています。

①周年放牧技術

従来阿蘇地域で行われてきた放

牧は、牧草地で 4月から 11月まで

の約240日間でしたが、 ASPを利用

することにより、冬季も草地で飼

養する周年放牧が可能となってき

ています。平成 8年度は10牧場で

約270頭が周年放牧されました。

また、天草地域を中心にシパ型

草地による周年放牧も行われてお

り、温暖な気候にあった草種・品

種で山地を活用した放牧が普及し

つつあります。

②水田放牧

平成元年に、阿蘇で初めて水田

に肉用牛が放牧されて以来、県内

各地域に水田裏、休耕畑及び耕作

放棄地等を牧柵で囲み放牧利用す

る技術が広まってきており、平成

8年度では34ケ所で240頭が放牧

されました。

③草地の広域利用

阿蘇地域の草原では、放牧頭数

が減少し草資源の余剰が生まれて

いる一方で、平坦地では飼料生産

基盤と労力の不足から規模拡大に

苦慮している畜産農家が存在しま

す。

そこで、阿蘇地域の受け入れ可

能牧野と平坦域の預託希望農家の

連携により、低コスト肉用牛の生

産と牧野草資源の有効活用さらに

は草原の保全を目的として、平成

9年度から県単独事業（熊本型放

牧促進事業）により補助を行って

います。

平成 9年度はこの事業により83

頭、延ぺ5,330日平坦地の肉用牛が

放牧されました。

なお、放牧技術は各地域の気象

条件、放牧地面積及び農家の飼養

規模等により様々な取り組み形態

があり、農家経営戟略の手法とし

て今後も取り組みが増加していく

ものと思われます。

（畜産課上村佳朗）
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--協会だより

0 都道府県の元畜産技術協力専門家会議の概要
表題の会議が、（初畜産技術協会の主催て‘、 10月31B、国際協力小業団国際協力総合研修所（東京・市ケ谷）て

催され、都道府県職員（退職者も含む）の技術協力専門家の経験者35名のはか、関係機関等から20名（事務局t

む）が参加した。

l. 会議の主題は、都道府県の畜産及び獣医分野の海外技術協力の推進にあたっての課題や問題点を、体験者，

立場から検討し、今後の畜産協力の一府の拡大と発展に査するための方策やありようを提言しようというもので

2. 参加予定者 として案内した名は、 1961年のカンボディア畜産センター協）J事業、 1964年のシリア獣医師植
事業から始まって、 1997年にインドネシアの家畜衛生センターの派遣専門家に至る長期及び短期の専門家体験者，I
47名て、 うち34名が出席した。また関係機関としては、晨水省畜産局（畜政諜、家畜生産課、衛生課）の担当官

及び国際協力事業団の関係者が参加した。

3. 会議次第 として、主催者として畜産技術協会の山下副会長から会の趣旨等を含めて開会の挨拶を行った後

来賓として出席の畜産局家畜生産諜 伊地知 俊一首席畜産専門指導官と、国際協力事業団 戸水 康二農業閂ヤ

協力部長からそれぞれ挨拶が行われた。

ついて、畜産分野の技術協力の発展の過程、今後の方向、都道府県の役割等について、国際協力を取り巻（全

的な状況等を含めて、関係機関から、それぞれ以下の要旨のような報告（説明）が行われた。

1) 畜産分野の技術協力の現況と課題（国際協力事業団畜産園芸課長 鍋屋 史朗）

畜産分野の技術協力は長い歴史を有し、プロジェクト数もこれまて26件に達している。国、都道府県、民昆

各分野から専門家が派逍され、実績を上げてきたが、 ODA予算の現況は、旦より質への充実がより求められて

る。途上国からの畜産協力の要請はいぜん多く、今後、より効率的、効果的な協力事業の展開に努めたい。

2)技術協力にかかる都道府県との連携（農水省畜産局畜政課課長補佐米田 勝紀）

畜産協力における都道府県の役割と積極的に参加について、畜産課長会議においても説明しているが、今位

協力事業の展開にあっての都道府県の職員に期待するところが大きい。都道府県職員の派遣がよりスムース:・i:-,

るよう、また専門家に必要な各種の研條等についても努力しているが、関係部局の理解を深め、適任者が多紆

逍され、ひいては都道府県の畜産行政にも貢献するよう期待したい。

4. 協議のあらまし

会議の主旨に沿い、以下の 4題を中心に、出席者から自由に発言を求め、意見交換等を行った。主なる発言i!,

下のようてあった。

課題 1.専門家としての体験が、その後の業務等にどのように影薯したか

1) 直接、仕事に活用されるものは少ないが、国際的な視野に立って考えられるようになった。

2)技術の基本の知識、技術の重要性を再認識した。

3)技術協力の内容とその経験が、その後の学位取得につながった。

4) 国内ては未体験の疾病を経験し、海外悪性伝染病に対する防疫概念に役立った。

5) その後のポストに好結果をもたらした。

6) 自分の能力、技術力を知らされた。今後の研鑽の糧となった。

7)民間レベルの交流事業に参加するなど、国際問題に関心が広がった。

＊全体として、専門家としての体験はいずれの個人の場合も強烈なインパクトを与えており、その後の業務1:

直接に役立たないまても、業務への取り組み姿勢、人間形成等極めて多面的な影響をもたらしている。そし
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多〈の/,ii僚にも [,i]様の経験を柏ませたいという。

暉 2.専門家として派逍される,iiiに、どのような準備や配地が必要か

I)専門的知品と技術をi1得しておく。技術者として、人にflけない「1信と尖績を持つべきだ。

2)亜熱滞、熱帯の面産技術を必要とする場合、沖縄県の畜産機関の活用を勧めたい。

3) 要.,りされている業務の内容をよく理り名してお〈。

4)あらゆる血て整備された条件ての11:·J~ と違って、整備途Lのことが多く、禾軟な対応を考えておく必要があ

る。

5)派追に平るまてに、十分な準W1期間が屯まれる。

＊都迅府県職Hとして、特別の配慮や準備1i項は提起されなかったが、必要な技術．果題や外国語笠についての研

il多の允‘尖が咽まれた。

議題3.今後、同僚や後北に専門＇求として出てもらうために、どのような対応や配店が必要か

I) I関係部扁（人·~部局を含めて）の国際協力に対する理解と協力が必要。

2) l¥!'1'1局への専門家派追要諮の方法に工夫が必要だ。職員の慈欲は高い。

3)適1E技術について、よく理柑しておくこと。創，な[夫の精神をもて。

4) -W-門家活動を、関係機関によく PRする。職制の理解と後押しが必要。

5)機関（職場）の人H配四に余裕をもつ。お7Lいにカバーてきる体制を考える。

6) し＇j.門＇求制度そのものの啓索と理解が必要。

7) Ll常業務のなかて、国際協力に典味をもつようにする。

＊割"!'.求としての派造をたんに個人の体験て終わらせることなく、多〈の同僚にも出てもらいたいという願いが

披悦される一）iて、その溢路としてこのような問題が提起された。技術協力に意欲を持つ職員が、専門家とし

て出られる、また出やすい哀境作りを地道に進めてい〈必要性が提起された。

囁題4.定年退職後のしり門家派逍を考えた場合、 どのような準備、対応が必要か

I)定年近くになると、行政1対係の業務が多〈なるが、蔽新の専門的知識と技術を保持するよう心がける。

2)専門分野の盆文をてきるだけ発表しておく。 1r-段から語学力をつけておく。

3)派追前、さらには将来の派迅要員を対象とした専門的研條を配感すべきだろう。

4)定年の 3年くらいIiりから定期的に経集の梢報を入手する。

5)派逍終了後の再就職対策も必要。

＊定年近〈になってから、なに専門家をぷ向しても、無理があるだろう。将段から専門技術分野についての研鑽を

怠ることな〈、社1ifi1的に諸準備を進めることが必要だろう。

一方、実施機関の側ては、専門＇求の派逍計画が長期的に立て難いという硲路もある。

その他、全般的')1-!!tとして、 1)健1ぷと安全対策の咽要性、イ［地の＇附行をよく承知しておくこと。 2)専門家

要請の情報不屁、現地査料不足等を組織的にカバーする必要あり。 3)外国語は、 11常的に習得は困難だ。技

,, 術中心て考えるべきだろう。 4)パソコン、ワープロ操作を熟知すべきだ、 といった意見が寄せられた。

以1-.をふまえて、今後の技術協力の -TMの推進をめぐっての提言や慈見が、 下記・まとめのように総括された。

5'都道府県の畜産関係技術協力の推進にあたって一まとめ

会ぷは、都道府県の｛灌関係職且として、技術協力·~業の専門家として派逍されたという共通の経験を踏まえ、

磯、地方公共団体が'''1.1亥事業に対してどう取り組むべきかについて慈兄の交換を行った。

隣協力は、地）j公共団体にとっての屯要性はもちろん、そこて働く職員にとっても公私ともに極めて有意義て

あることが確認され、今後、なおー府の推進を図るべきことが再認識された。

しかしながら、郡道府県職員が技術協力専門家として参加するにさいして、なお困難な閃害がイ千在していること

も：)I-'.火てあり、 r関係,1,,/.. jの理解と積極的な対応及び支援体制の一陪こ強化が望まれた。

今後、国際協）J'ド業に対する都道府県のなおーTr}の参画を推進するためには、以下のような配慮が望まれた。

I. 技術協）J専門’求としての経験は、期間の長短にかかわらず、協）J業務はもちろんのこと、現地ての生活、人々

との交流＾•和のすべての面て孔電な体験として鮮烈なインパクトを与え、その後の業務及び人生において極めて有
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益なものとなっている。

専門家体験者は、このような体験を個人レベルにとどめることな〈、関係機関及び関係者に対して、技術協｝

必要性と有用性についての啓蒙活動の中心的役割を果たすべきてあろう。

2. 都道府県においては、技術協）」の専門家としての職貝の派追に,,,,たって、近年、改善が進められていると，：

え、種々の制約が存在する。今後においては、都道府県において、国際協力が特別な業務て‘‘はなく、通常業舟，

一環として円滑に進められるような制度と職場環境づくりを推進すべきてあろう。

3. 都道府県の持つ豊富な技術的ノウハウと人材の活用は、すてに地域保健［短保や公害閑連の技術協力にみ虹

ように、地域に密抒した技術協）Jボ業において、今後、ますます重要となることが見込まれる。

畜産分野においても、将来は地域畜産振興、家畜疾病防除等の地域振興計画にかかる都道府県七胡による7

ジェクト協力の推進が期待されよう。

4. 以J--.のはか、都道府県における畜産分野の協）J専門家の積極的な投成と確保を区lるため、次のような取り乱

を進めること。

(1) 専門家の計画的な投成のための研修'ti業（技術、外国語、国際関係等）をより強化する。

(2) 専門家としての派遣を円滑にするために、十分な準備（余裕）期間をもった派遣計画に留意し、派遣に件

て生ずる業務」．．及び人事卜の対応等が組織機関として容易になるよう配應する。 I 
(3) 定年退職者の派遣を容易にするため、将来、技術協力を希望するものを事前に掘り起こし、登録、技術F

への参加、協力情報の提供、短期専門家としての派遣等を配慮する。

(4) 中堅職員の時代に、積極的に専門家としての派逍を行い、技術協力人材の拡大を図るはか、専門家派遣t

復して、豊富か体験をつませるよう配庖する。

(5) 関係機関は、都道府県に対する畜産技術協力情報の定期的な提供を強化する。

-・ ー・ー...一• ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ ー ・ー・ー• 一•ー・一• 一 • 一・ー・ー・一• 一• 一• 一 • 一• 一 • ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・—• 一• ー・ー・ー・ー• 一• ー・ー•一...一•一• 一• 一• 一• 一• 一• 一・ー・—•ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・-・-・一•一• 一•ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・・・・・・・・・・・--・・

訂正とお詫ぴ

畜産技術 1月号 (512号）に誤りがありましたのて、 ド記の通り訂正し、深くお詫び致します。

頁 誤正

グラビアB (表題） （鳥取県） （島根県）
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Multi Purpose Electrophoresis System 

SCP-800c実用新案申請中）
SCP-800冷却型電気泳動装置は、温度管理の厳しいSSCP電気泳動をはじめ、様々な電気泳動法に適応

します。安全で場所を取りません。直接冷却による正確な温度コントロールと、全域でリップル率1%以下の高性

能電源により精密な電気泳動を可能にしました。品質管理や検査なと厳しい再現性を要求される方に最適の装

置です。 、i.-、
●大容量のペルチェ素子使用

●ゲルブレートを直接冷却

●高性能バワーサプライ内蔵

●完全密閉で極めて安全

．巳枚のゲルを別々に温度管理

●専用プリキャストゲル各種用意

“紐1f.l!Lri1弓~
• SSCP 
• SOS PAGE 
• NATIVE PAGE 
• DNA PAGE 
• ポリペプチド分離
• ウエスタンブロッティング（アダプター発売予定）

fl!:界最品の品質をご試用Fさい
電気泳動用プリキャストゲル RESEP GEL 

↑'' 

.,, ● ,,. 

リセップ ゲル

¥18,500/10枚
発売以来こ好評をいただいておりますRESEPGEL 

を、 94年6月にマイナーチェンジし、さらにグレード

ァップしました。最高の品質と安定性を評価していた

だくため、サンプルを提供させていただいております。

他社のプリキャストゲルに少しでも不満や不安をお持

ちでしたらすぐにこ連絡下さい。さらに弊社ではソフ

トサービスも提供しております。泳動を実行する際、

不明な点や疑問がこざいましたらぜひこ相談下さい。

またカタログモデルでは対応できないサンプルには特別

仕様のゲルを提供しております。おまかせください。

直和科盛株式会社
〒113束点都文点区湯島4Ttl6番12号湯幼ハイタウンB棟IF 〒227神奈川県横浜市緑区しらとり台 55- 21 

TEL.(03)3815-4041(/t) FAX.(03)3815 4048 TEL. (045)981-0379 FAX. (045)982-0752 

〒063札幌 rli西区八紆 10条求 3r□ 1番 28号 〒305茨城姐つ くば市大字 F横場字塚原 227-93

TEL. (011)756-1821(/t) FAX. (011)756-1763 TEL. (0298)37 2181 FAX. (0298)37-2234 

-...,,  ― 



フロクラムフリーザーET-lN
• 高性能と使い易さで多くのユーザーから信頼を受けたET-1
が小型，卓上型になりました。

●温度プログラムは7パターン設定可。
• ET-lN専用の植氷・凍結用ラック標準装備。
• ポーズ機能，その他各種機能付。

一

専用ラック

外 寸法

消費電 力

電
＿
重

源

一量

コンセント

植氷 ．凍結用 よこ置き・たて置き両用

ステンレススチール製

0. 25mlストロー管x20本

454 X 650 X 440mm (W• D•H) 

I .5kVA 

AC I OOV 50/60Hz 

約45kg

15A用コンセント仕様

FHI 翌豆ご舌:~喜含ぞ芸




